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『秘義分別摂疏』の考察（11）
千　葉　公　慈＊

― A Study about Vivr
4

taguhyārthapind
4 4

avyākhyā （11） ―

Koji CHIBA*

＊人文学部 日本文化学科

１．アーラヤ識縁起説をめぐる問題の所在

　インド仏教の瑜伽行唯識学派における代表的典籍、『摂大乗論』（Mahāyāna-sam
4

graha、以下
MS と略称）は、人間の心理構造の根底にアーラヤ識（ālaya-vijñāna）という深層意識の基盤を想
定する。本小論は、この MS に対する注釈書としてチベットに伝承される『秘義分別摂疏

（Vivr
4

taguhyārthapind
4 4

avyākhyā＊i、以下 VGPV と略称）を考察対象とするものである。すなわち
我が国にほとんど伝承されることのなかった VGPV を著した瑜伽行唯識学派の思想系譜を探るた
めに、アーラヤ識設定の隠された意図とその思想を開示せしめる貴重な手がりを求め、VGPV に
関するチベット語訳デルゲ版（No.4052）を底本として既に10回にたって継続的に和訳＊ii を試みた
続編である。
　とりわけ前回の考察において判明した VGPV の縁起説の特色には、アーラヤ識が因果同時理論
に基づく空間的把握の根拠として機能することを強調する点があげられる。それはまた『唯識三十
頌』（Trim

4

śikāvijñaptiprakaran
4

a、以下 Trim
4

śikā と略称）＊iii の冒頭にも知られるうに、一切は認識

＊i  Don gsang ba rnam par phye ba bsdus te bshad pa （Vivr
4

taguhyārthapind
4 4

avyākhyā） ：Vivr
4

tti-  in Derge ed. Vivr
4

ta- in 
Peking ed.

＊ii  拙論「『秘義分別摂疏』覚え書（１）」『駒沢女子大学研究紀要』第８号所収、pp. 209-216
  同「『秘義分別摂疏』覚え書（２）」『日本文化研究（駒沢女子大学日本文化研究所）』第４号所収、pp. 117-131
  同「如来の所分別についての一考察─『秘義分別摂疏』覚え書（３）」『駒沢女子大学研究紀要』第９号所収、pp. 199-210
  同「『秘義分別摂疏』における真如観について」平成15年度日本印度学仏教学会第54回学術大会（佛教大学）、2003. 9. 6、『印

度学仏教学研究』第52巻所収。pp. 373-376
  同「所分別と三昧についての一考察─『秘義分別摂疏』覚え書 （４）」『駒沢女子短期大学研究紀要』第37号所収、pp. 79-85
  同「唯識説における Buddha-vacanatva について─『秘義分別摂疏』の考察（５）─」『駒沢女子大学研究紀要』第11号所収、

pp. 131-140
  同「『秘義分別摂疏』の考察（６）─」『駒沢女子大学研究紀要』第12号所収、pp. 107-117
  同「アーラヤ識縁起説における増益と損減─『秘義分別摂疏』の考察（７）─」『駒沢女子大学研究紀要』第13号所収、pp. 

167-175
  同「アーラヤ識の存在証明─『秘義分別摂疏』の考察（８）─」『駒沢女子大学研究紀要』第14号所収、pp. 131-140
  同「アーラヤ識の存在について─『秘義分別摂疏』の考察（９）─」『駒沢女子大学研究紀要』第15号所収、pp. 103-114
  同「『秘義分別摂疏』の考察（10）─」『駒沢女子大学研究紀要』第16号所収、pp. 117-127
＊iii  Sylvain Lévi, Vijjaptimatratasiddhi, Deux traités de Vasubandhu, Vim

4

śatikā accompagnée d’une explication en prose et 
Trim

4

śikā avec le commentaire de Sthiramati, Paris, 1925.
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のみであると説く唯識派では，根本教理の縁起説とは識の転変の意味であるとし，アーラヤ識（阿
頼耶識）とマナス（末那識、mano-vijñāna）および六識（s

4

ad
4

-vijñāna）とが相互に因果となって
転変することをさすアーラヤ識縁起説が基本的立場となる。確認すれば、それは Trim

4

śikā の第18
偈に次の通りに示されている。
　　sarvabījam

4

 hi vijñānam
4

 parin
4

āmas tathā tathā /
　　yāty anyonyavaśād yena vikalpah

4

 sa sa jāyate // Trim
4

śikā : K.18 // （Sylvain Lévi ed, 1925. 
p. 36)

　　何故ならば次の通りである。あらゆる［日常の分別に基づいて判断されるものを存在たらしめ
る］種子（しゅうじ、因子、bīja）を有する［アーラヤ］識が存在する。［ア - ーラ識とその
他の七種の認識は］変化しつつ生成していくときに、［因と果が］相互にはたらき合って展開
していくのである。［このような］そのときそのときに、次のことがある。［すなわち］そのと
きそのときの［日常的な］分別が生成されるのである。（下線部は筆者）

　すなわちアーラヤ識の存在が、下線部の主張に見られる通り本来的に因果異時であるべき様相の
受け皿として、あらゆる存在を収斂する因果同時縁起説を支える理論的根拠となって示されたので
ある。そこには初期仏教における「A があるならば、B ある。A がないならば、B がない。（kasmim

4

 
asante na bhavanti h’ete.＊iv）」という定型句を強く意識した表現、すなわち縁起説の読みかえとし
ての『阿毘達磨大乗経』（現存しない）の次なる偈文がアーラヤ識存在のための前提となった。
　　de　yod　pas　na　’gro　kun　dang　mya　ngan　’das　pa　’ng　thob　par　’gyur

（VGPV : Der. ed., No. 4052, Ri, 306-b-2～3）
　　これ（アーラヤ識という基盤）があるからこそ、あらゆる［迷いの］生の境位（趣、gati）が

あり、また涅槃の獲得（nirvān
4

ādhigama）があるだろう。
　VGPV ではこの偈文＊v をアーラヤ識の経証とし、敢えて MS 本文の第１章第１節において提示
しているが、そこを VGPV ではさらなる強調として、ある意味で「縁起相由」的な意味合いにま
で発展的に解釈していた。すなち一と多は互いに相手の存在のための縁となりあうことによって縁
起説全体を成り立たせ、かつ縁起説全体が一々を成立せしめるという因果の同時性を主張するので
ある。たとえば、一から多という数のすべてがあってこそ、一から多までの数体系が成り立ち、そ
の中の一存在である一も多もそれぞれ成り立つとする見解である。該当する VGPV の主張を以下
に見る。
　　　kha cig ni sdun byas pa’i rgyur smra ba bas len la rang gi sde pa nyid dag la yang kha 

cig rgyu nisngal ’bras bu ni ’phyi bar＊vi rtog par byed de. ’di gnyig ’ng rgyu dang ’bras bu 

＊iv  Sutta-nipata, PTS. 1885, New edition 1913. Reprint 1948, No. 869
  後に縁起の定型句は次第にととのえられて、「これがあるとき、これがある。これが生起するから、これが生起する。これ

がないとき、これがない。これが滅するから、これが滅する。」として散見されるようになる。
  imasmim

4

  sati  idam
4

 hoti,  imass  ’uppādā  idam
4

 uppajjati,  imasmim
4

 asati  idam
4

 na hoti,  imassa nirodhā  idam
4

 nirujjhati. 
（Sum

4

yutta-Nikāya, Vol. 2, PTS. 1888, p. 28, Nidāna-sam
4

yutta）
＊v  anādikāliko dhatuh

4

 sarvadharma-samāśrayah
4

 /tasmin sati gatih
4

 sarvā nirvān
4

ādhigamo’pi vā //
  （S. Lévi ed, Trim

4

śikā, p. 37, ll12-13）
  「界は無始時来のものにして、一切法のよりどころである。これがあるから、一切の趣があり、また涅槃の獲得がある。」
＊vi  ’bras bu ni ’phyi bar…’bras bu na ’phyi bar （Pek ed）
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dag snga phyi yodpa nyid du mngon par zhen to.’das pa dang ma ’ongs pa’i rta ba ngan pa 
de dag bsal ba’i phyirchos rnams kun gyi  ’dra ba’i gnas zhes   bya ba gsungs so. dus ma 
nyam pa’i gnas ni ’dra ba’i gnaste. ’bras bu dang dus ma nyam du rgyu yod pa zhes bya ba’i 
don yin na de la yang nges par mizin te. la las＊vii rgyu dang ’bras bu’i dngos bo dus tha dad 
par yang khas blangs pa’i phyir ro. （VGPV : Der. ed., No. 4052, Ri, 307-b-3～4）

　　　ある者たち（サーンキヤなど他学派）は、以前になされたこと［について］原因とすること
を主張命題とするが、自らの［唯識］学派たちの中でもまた、ある者は因が先であるが、果は
後のものという考えを［こだわって］なすのであって、これは両者（他学派と唯識派）がとも
に、あるいは因と果とに前後関係があるものとして、かたくなにとらわれるのである。過去と
未来の［時間的前後関係があるという］かの劣った見解を否定するために、「一切法の等しい
よりどころ（sarvadharma-samāśrayah

4

）」といって説かれたのである＊viii。同時のよりどころ
とは、等しいよりどころであって、すなわち果と同時に因が存在するという意味であるならば、
それに関しても未だ把握（確定）されてはいないのである。何とならば、［残念ながら］ある
者たちによっては、因と果の実事（dravya）は異時のものであるとも［一般に］承認されて
いるからである。

　このような因果同時の縁起説は、MS 本文においては「燈火の芯と炎のたとえ」や「蘆束のたとえ」
として説明されている＊ix。すなわち縁起を相互依存関係と意味づけることで、本来的には不可逆
であった因果関係を可逆的因果関係へとスライドせしめ、そのまま縁起の空間的理解に基づく因と
果の同時成立へと導いている。相応する MS の相互依存の同時因果説を以下に見る。
　　復次阿頼耶識與彼雜染諸法。同時更互為因。云何可見。譬如明燈焔炷生燒同時更互。又蘆束互

相依持同時不倒。應觀此中更互為因。道理亦爾。如阿頼耶識為雜染諸法因。雜染法亦為阿頼耶
識因。唯就如是安立因縁。所餘因縁不可得故。

（無著『攝大乘論』No. 1594卷上「總摽綱要分第一」大正蔵31，p. 134-c）
　　　そのアーラヤ識（因）と、それら雑染のあらゆる存在（果）とは、同時の存在であり、相互

依存として一つが他の因になると［MS Ⅰ-14～15に］いわれるが、それはどのように理解さ
れるべきであろうか。［答えて言うと］例えば、燈火において炎が生ずること（果）と、芯が
焼けること（因）とは、同時であり相互依存［の関係］であるような如きある。また蘆束が同
時に相互になって、一つが他に依存して倒れることがないような如きである。この場合もそれ

＊vii la las=kha cig
＊viii VGPV の著者にとっては、唯識学派は因果同時論こそが正しいという主張。異時の因果論については「過去と未来のかの劣っ

た見解」として明確に否定対象とする。すなわちアーラヤ識が空間的理解であることと相応する。
＊ix 『中部』MN, Ⅲ, p. 254や Prasannapadā, p. 558, l. 7、あるいは『大乗荘厳経論』Sylvain Lévi, p. 154, l. 20にも「燈火の芯の

たとえ」が散見される。また「蘆束のたとえ」とは、一本の蘆では折れやすく、また立ち上がることも出来ないが、複数の
蘆を束ねて足を広げると、相互に支え合って立ち上がることが出来る。ちょうどカメラの三脚のように相互依存で成立する
比喩は、そのまま縁起の空間的理解となる。今や多くの仏教書において縁起をただ単純に「関係性」あるいは「relativity」
と解していることは大いに反省しなければならないが、例えば Sum

4

yutta-Nikāya に縁起が説かれるときも、認識と名色（精
神的存在と物質的存在）は相互に相依って成立する同時依存の関係として頻繁に説かれている場合があるので、問題は相当
深刻である。『相応部』「蘆束経」、Sum

4

yutta-Nikāya, Vol.2, PTS. 1888, p. 114,『南伝大蔵経』13、pp. 165-166参照。
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と同様に、相互依存として一つが他の因となると把握すべきである。アーラヤ識が雑染を有す
る諸存在の因であり、雑染の諸存在がまたアーラヤ識の因であるよに、正にそのようなあり方
において、因と縁は安立されているのであり、その他に因縁は把握されていないのである。

２．アーラヤ識の把握対象の類別

　このようにアーラヤ識は「無始時来の基盤（dhātu、界）」としての機能を果たし、『阿毘達磨大
乗経』のアーラヤ識縁起説の定型句に三性説を読み込むことによって、相互依存の同時因果縁起と
いう理解から「一切諸法の平等なるよりどころ（sarva-dharma-samā-āśrayah

4

）である依他起性と、
文字通りの“依他起”というその存在が限りなく重ね合っていくことになる。すなわち MS 本文の
第１章第２節において示されている「あらゆる存在における一切種子の認識（sarvadharmes

4

u 
vijñānam

4

sarvabījakam）」という概念の完成である。ただし VGPV では「あらゆる存在における
（sarvadharmes

4

u）」とは、ありとあらゆる雑染（sarva-sam
4

kleśa）の諸法ということであり、所依（さ
さえるもの、āśraya）と能依（ささえられるもの、āśrita）の根拠（基盤、dhātu）となるのがアー
ラヤ識という認識の存在である。そこで如何なる認識であれ、識である限りは把握されるべき対象
が何であるのか、その定義が必要となるわけであるが、VGPV ではその把握対象を類別して以下
の通りに示していた。

                      把握対象の領域 

眼耳鼻舌身意の六根(s.ad.-indrya) 

アーラヤ識 一切種子( ) 

色声香味触法の六境(s.ad.-vis.ayāh.)

善（kuśala）・不善(akuśala)・無記（avyākr.ta）の種子が成熟したもの(paripācana)  

   善（kuśala）・不善(akuśala)・無記（avyākr.ta）の種子が未成熟のもの(aparipakvatā) 

sarvabijaka¯

３．VGPV 試訳：Der. ed., No. 4052, Ri 308-a-6～308-b-6, Pek. ed, No. 5553, Li, 370-a-8～371-a-1

　以上、アーラヤ識縁起説の特色とその定型句に関する考察に続き、今般はアーラヤ識の把握対象
と認識の転変について、該当箇所を以下に試訳する。また巻末には本研究の関連資料として、梵文
の ス テ ィ ラ マ テ ィ（Sthiramati、 安 慧、470～550年 頃 ） に よ る 注 釈『 唯 識 三 十 頌 論 』

（Trim
4

śikāvijñaptibhāya）のローマナイズを付す。上記にも見たように Trim
4

śikā は、『解深密経』
（Sam

4

dhi-nirmocaa-sūtra）から『摂大乗論』（Mahāyānasam
4

graha）に至るまで、多くの論書が説
示してき唯識説の根本思想について、わずか30の偈頌によってその大綱をまとめ上げた小品でり、
後世に与えた影響という点では唯識文献中、最重要論典のひとつであるといえる。特に我が国では
玄奘三蔵（602～664年頃）によって将来されたダルマパーラ（Dharmapāla 護法、530～561年）の
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注釈『成唯識論』（Vijñaptimātratāsiddhi-śāstra、漢訳のみ現存）が、慈恩大師窺基（632～682年）
による注釈の『成唯識論述記』へと展開し、根本聖典となって法相唯識宗へと発展した歴史の意味
は大きい＊x。したがって拙論では、インド唯識文献におけるスティラマティの思想として認識の変
化に関する基本的見解を再考するために、付録としてスティラマティ釈『唯識三十頌論』のローマ
ナイズを続く次頁に提示する。筆者の今後の続編における検討資料となしながらも、また学生諸姉
のテキストとして活用を期待するものである。

凡　　例
　　１）試訳の底本は以下のデルゲ版を使用し、補足的に必要に応じて北京版を利用した。
　　　　　　　Der. ed., No. 4052, Ri, 296-b-1～361-a-7
　　　　　　　: Tibetan Tripit

4

aka, bstan ’gyur, preserved at the Faculty of Letters, University
　　　　　　　  of Tokyo, SENMS TSAM Vol. 12, 通帙第236（Ri）
　　　　　　Pek. ed., No. 5553, Li, 356-b-7～434-a-8
　　２）本書のテキスト MS にて言及されている部分は、「　」によって示した。
　　３）重要な術語は、（　　）によってチベット訳を示した。また未確認ではあるが、おそらく

誤りではなかろうと思われる還元のサンスクリット語についても、正確な文脈を把握する
ため、同様に（　　）によって加筆した。

　　４）原文にはないが、補った方が理解に便と思われる言葉は［　　］によって示した。
　　５）なるべく原文に忠実な直訳を試み、日本語として不自然な文章表現も［　　］によって整

えて、直訳はそのまま残した。
【認識の転変について】
　［アーラヤ識の把握対象は如何なるものであるかといえば、①種子と、②眼耳鼻舌身意の六根

（s
4

ad
4

-indrya）、および③色声香味触法の六境（s
4

ad
4

-vis
4

ayāh
4

）である。②の種子にはさらに２種があ
り、善（kuśala）・不善（akuśala）・無記（avyākr

4

ta）の種子が成熟したもの（paripācana）と、
未だ成熟していないもの（aparipakvatā）である。それら２種の種子は、いずれも三界におけるアー
ラヤ識の把握対象であるが、その一方で］②「眼等」（眼耳鼻舌身意の六根）および③「色等」（色
声香味触法の六境）は、［三界のうちの］欲界と色界だけ［にあるもの］なのである。「眼等」とい
われることもまた、およそどのような眼等であるのかといえば、眼等の種子が未だ成熟していない
ものが、無始の輪廻以来とどまって［蓄積されて］いる場合、［それらが］およそ成熟することに
なるその時にこそ、「眼等」［という六根］であるといわれるのである。また、どのように成熟した
ものとなるのか、といえば、「眼等」が完成することになる［その］業（行為としてのはたらき）は、

［縁起説に見る］「存在の支分の薫習」（有支薫習、bhavan
4

ga-vāsanā）や、および「眼が眼である」
といわれることから、「身が身である」といわれるに至るまでの「明確に言語表現された薫習」（明

＊x  護法のほか、現存する注釈文献としては、スティラマティの注釈がサンスクリット原典ならびにチベット訳（Der ed、
No.4064）があり、さらなる複注としてヴィニータデーヴァ（Vinītadeva、調伏天）のチベット訳（Der ed、No. 4065）も
知られる。ちなみにスティラマティの注釈には、和訳として宇井伯寿『安慧護法唯識三十頌』があり、また『大乗仏典15・
世親論集』（中央公論社）に所収の荒牧典俊訳「唯識三十論」などがある。そしてヴィニータデーヴァの複注和訳には、野
沢静証「唯識三十頌の原典解釈」『世親唯識の原典解明』（pp. 133～408）が知られる。
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言薫習、abhilāpa-vāsanā）にも依存して、およそ何時であれ、欲界・色界において青等という諸々
の認識の増上縁（adhipati-pratyaya）のあり方として変化（転変、parināma）する時こそ、「成熟
したもの」といわれるのである＊xi。また同様に、諸々の成熟した種子は、眼等の五つの認識にお
いて、どのような限定（差別）がなされたのかといえば、暫時、善と不善と無記の種子から眼識が
善と不善と無記のあり方（本質）として生起する場合、眼の成熟したもの（paripāka）が［色以外
の］声［香味触法］等の対象領域において排除されることによって、自ら［眼の］対象領域に生起
するという差別（限定）をなすのである。また［これから未来において］見られるであろう（経験
されるであろう）「有支熏習」である眼が、種子に対して一体どんなことをなしたならば、「成熟し
たものとなす」といわれるのかといえば、善趣（sugati）と悪趣（durgati）のあり方（本質）とし
て作用をなすことに関して、次の通りにいわれるのである。［すなわち］「眼は眼である」という「明
言熏習」の力（威力、prabhāva）に依るならば、如何なるあり方であれ、必ずそれは「眼は眼［で
ある］」といって術語表現する原因となるので、そのようなあり方として眼によって種子は変化（転
変）するであろう。眼識についていえば、「眼識は眼識である」という「明言熏習」のかの差別（特
殊性）と、「色は色である」という「明言熏習」のかの差別（特殊性）とから、［眼識というものが］
それぞれ能取に固執し、そして所取に固執することの原因となるように、まったくそのように［自
らも］変化（転変）することになるのであって、以下も同様に耳識［鼻識・舌識・身識・意識］等
においてもまた、この［識が転変するという］考えがいわれるのである。

４．安慧釈『唯識三十頌論』（付録）

Sylvain Lévi ed, Vijñaptimātratāsiddhi, Deux traités de Vasubandhu, Vim
4

śatikā accompagnée 
d’une explication en prose et Trim

4

śikā avec le commentaire de Sthiramati, Paris, 1925.
(p. 15)  atha triṁśikāvijñaptibhāṣyaṁ

pudgaladharmanairātmyayor apratipannavipratipannānām aviparītapudgaladharmair ātmyapratipādanârthaṁ 

triṁśikāvijñaptiprakaraṇârambhaḥ /

pudgaladharmanairātmyapratipādanaṁ punaḥ kleśajñeyâvaraṇaprahāṇârthaṁ /

thatā hy ātmadṛṣṭiprabhavā rāgâdayaḥ kleśāḥ /

pudgalanairātmyâvabodhaśca satkāyadṛṣṭeḥ pratipakṣatvāt tatprahāṇāya pravartamānaḥ sarvakleśān 

prajahāti /

dharmanairātmyajñānād api mokṣasarvajñatvâdhigamârthaṁ /

kleśā hi mokṣaprāpter āvaraṇam iti atas teṣu prahīṇeṣu mokṣo 'dhigamyate /

jñeyâvaraṇam api sarvasmin jñeye jñānapravṛttipratibandhabhūtam akliṣṭam ajñānaṁ /

＊xi 「有支薫習（bhavan4ga-vāsanā）」と「明言薫習（abhilāpa-vāsanā）」については、アーラヤ識自身の分類を示した MS 本文
のⅠ-58に説かれている。ただし MS はこれに「我見薫習（atmadrst

4 4 4

i-vāsanā）」を加えて三種の分類とする。「有支薫習」
とは、業に基づいて輪廻している存在としての習気で、十二縁起として説かれるので「有支」という。「明言薫習」とは、
実際の文字や数字、言語はもちろんのこと、思考する上での判断や認識、概念や名称も含めた言語全般の習気である。「我
見薫習」とは、雑染の意に基づく我執の習気で、これら三種からなるアーラヤ識は無始時来に蓄積されているという。また
Trim

4

śikā : K-19と、同箇所に関連する『成唯識論』八（pp. 12-13）には、三種の薫習が説かれている。長尾雅人『摂大乗論・
和訳と注解・上』講談社、昭和57年、pp. 251～252による。
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tasmin prahīṇe sarvâkāre jñeye 'saktam apratihataṁ ca jñānaṁ pravartata ity ataḥ sarvajñatvam 

adhigamyate /

atha vā dharmapudgalâbhiniviṣṭāś cittamātraṁ yathābhūtaṁ na jānantîty ato dharmapudgalanairāt

myapradarśanena saphale vijñaptimātre 'nupūrveṇa praveśârthaṁ prakaraṇârambhaḥ /

atha vā vijñānêva dvijñeyam api dravyata evêti kecin manyante /

vijñeyavad vijñānam api saṁvṛtita eva na paramârthata ity asya dviprakārasyaapy ekāntavādasya 

pratiṣedhârthaḥ

prakaraṇârambhaḥ //

ātmadharmôpacāro hi vividho yaḥ pravartate / (K.lab)

līkaśāstrayor iti vākyaśeṣaḥ /

vijñānapariṇāme 'sau  (K.lc)

ātmadharmopacāra iti saṁbadhyate /

ātmā dharmāś côpacaryanta ity ātmadharmôpacāraḥ /

sa punarātmavijñaptir dharmaprajñaptiś ca /

vividha ity anekaprakāraḥ /

ātmā jīvo jantur manujo mānava ity evam ādika ātmopacāraḥ skandhā dhātava

āyatanāni rūpaṁ vedanā saṁjñā saṁskārā vijñānam ity evam ādiko dharmopacāraḥ /

ayaṁ dviprakāro 'py upacāro vijñānapariṇāma eva na mukhye ātmani dharmeṣu vêti kuta etat /

dharnmāṇām ātmanaś ca vijñānapariṇāmād (p. 16) bahirabhāvāt /

ko 'yaṁ pariṇāmo nāma / anyathātvaṁ /

kāraṇakṣaṇanirodhasamakālaḥ kāraṇakṣaṇavilakṣaṇaḥ kāryasyâtmalābhaḥ pariṇāmaḥ /

tatrâtmâdivikalpavāsanāparipoṣād rūpâdivikalpavāsanāparipoṣāc câlayavijñānād ātmâdinirbhāso 

vikalpo rūpâdinirbhāsaś côtpadyate /

tam ātmâdinirbhāsaṁ rūpâdinirbhāsaṁ ca tasmād vikalpād bahirbhūtam ivôpādāyaātmâdyupacāro 

rūpâdidharmopacāraś cânādikālikaḥ pravartate vinâpi bāhyenâtmanā dharmaiś ca /

tadyathā taimirikasya keśôṇḍukâdyupacāra ti /

yacca yatra nâsti tat tatrôpacaryate /

tad yathā bāhīke gauḥ /

evaṁ vijñānasya rūpe bahiś câtmadharmâbhāvāt parikalpita evâtmā dharmāś ca na tu paramārthataḥ 

santîti vijñānavad vijñeyam api dravyata evêty ayam ekāntavādo nâbhyupeyaḥ /

upacārasya ca nirādhārasyâsaṁbhavād avaśyaṁ vijñānapariṇāmo vastuto 'stîti

upagantavyo yatrâtmadharmopacāraḥ pravartate /

ataś câyam upagamo na yuktikṣamo vijñānam api vijñeyavat saṁvṛtita eva na paramārthata iti /

saṁvṛtito 'py abhāvaprasaṅgātn, na hi saṁvṛtir nirṻpẫdānā yujyate /

tasmād ayam ekāntavādo dviprakāro 'pi niryuktikatvāt tyājya ity ācāryavacanam /

evaṁ ca sarvaṁ vijñeyaṁ parikalpitasvabhāvatvād vastuto na vidyate vijñānaṁ punaḥ 

pratītyasamutpannatvād dravyato 'stîty abhyupeyaṁ /



―　　―156

pratītyasamutpannatvaṁ punar vijñānasya pariṇāmaśabdena jñāpitaṁ /

katham etad gamyate vinā bāhyenârthena vijñānam evârthâkāram utpadyata iti /

bāhyo hy arthaḥ svābhāsavijñānajanakatvena vijñānasyâlambanapratyaya iṣyate na tu 

kāraṇatvamātreṇa samanantarapratyayâdiviśeṣâprasaṅgāt /

saṁcitâlambanāś ca pañcavijñānakāyās tadākāratvāt /

na ca saṁcitam avayavasaṁhatimātrād anyad vidyate /

tadavayavān apohya saṁcitâkāravijñānâbhāvāt /

tasmād vinâiva bāhyenârthena vijñānaṁ saṁcitâkāram utpadyate /

na ca paramāṇava eva saṁcitâs tasyâlambanaṁ paramāṇūnām atadākāratvāt /

na hy asaṁcitâvasthātaḥ saṁcitâvasthāyāṁ paramāṇūnāṁ kaścid ātmâtiśayaḥ /

tasmād asaṁcitavat saṁcitā api paramāṇavo nâivâlambanaṁ /

anyas tu manyate /

ekaikaparamāṇur anyanirapekṣyo 'tîndriyo bahavastu parasparâpekṣyā indriyagrāhyāḥ /

teṣām api sâpekṣanirapekṣâvasthayor ātmâtiśayâbhāvād ekāntenêndriyagrāhyatvam atîndriyatvāṁ 

vā /

yadi ca paramāṇava eva parasparâpekṣā vijñānasya viṣayībhavanti /

evaṁ sati yo 'yaṁ ghaṭakuḍyādyākārabhedo vijñāne sa na syāt paramāṇūnām atadākāratvāt /

na cânyanirbhāsasya vijñānasyânyâkārā viṣayo yujyate 'tiprasaṅgāt /

na ca paramāṇavaḥ stambhâdivat paramārthataḥ santi /

arvāṇmadhyaparabhāgasadbhāvāt /

tadanabhyupagame vā pūrvadakṣiṇâparôttarâdidig(P. 17)bhedo yaḥ sa paramāṇor na syāt /

nta taś ca vijñānavat (/)

paramāṇor apy amūrtatvam adeśasthatvaṁ ca prasahyate /

evaṁ bāhyârthâbhāvād vijñānam evârthâkāram utpadyate /

svapnavi jñānavad ity abhyupeyaṁ /

vedanâdayo 'pi nâtītâ-nāgatās tadākāravi jñānajanakā niruddhâjātatvāt /

na ca vartamānā vartamānajanakā utpadyamānâvasthāyām asattvād utpannâvasthāyāṁ 

vijñānasyâpi tadākāreṇôtpannatvān na kiṁcit kartavyam astîti manovijñānam apy anālambanam 

evôtpadyate /

anyas tv āha /

asaty ātmani mukhye dharmeṣu côpacāro na yujyate /

upacāro hi triṣu bhavati nânyatamâbhāve mukhyapadârthe tatsadṛśe 'nyasmin viṣaye tayoś ca 

sādṛśye /

tad yathā mukhye 'gnau tatsadṛśe ca māṇavake tayoś ca sādhāraṇe dharme kapilatve tīkṣṇatve vā 

saty agnir māṇavaka ity upacāraḥ kriyate /

atra hy agnir māṇavaka iti jātir dravyaṁ vôpacaryate /

ubhayathâpy upacārâbhāvaḥ /
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tatra tāvanna jāteḥ sādhāraṇaṁ kapilatvaṁ tīkṣṇatvaṁ vā /

na ca sādhāraṇadharmâbhāve māṇavake jāter upacāro yujyate 'tiprasaṅgāt /

ataddharmatve 'pi jāteḥ (/)

tīkṣṇatvakapilatvayor jātyavinābhāvitvān māṇavake jātyupacāro bhaviṣyati /

jātyabhāve 'pi tīkṣṇatvakapilatvayor māṇavake darśanād avinābhāvitvam ayuktam /

avinābhāvitve côpacārâbhāvo 'gnāv iva māṇavake 'pi jātisadbhāvāt /

tasmānna māṇavake jātyupacāraḥ saṁbhavati /

nâpi dravyôpacāraḥ sāmānyadhamâbhāvāt /

na hi yo 'gnes tīkṣṇo guṇaḥ kapilo vā sa eva māṇavake /

kiṁ tarhi tato 'nyaḥ /

viśeṣasya svâśrayapratibaddhatvān na vinâgniguṇenâgner māṇavake upacāro yuktaḥ /

agniguṇasādṛśyād yukta iti cet /

evam apy agniguṇasyâiva tīkṣṇasya kapilasya vā māṇavakaguṇe tīkṣṇe kapile vā sādṛśyād upacāro 

yukto na tu māṇavake 'gner guṇasādŕśyenâsaṁbandhāt /

tasmād dravyôpacāro 'pi nâiva yujyate /

mukhyo 'pi padârtho nâsti tatsvarūpasya sarvajñānâbhidhānaviṣayâtikrāntatvāt /

pradhāne hi guṇarūpeṇâiva jñānâbhidhāne pravartete tatsvarūpâsaṁsparśāt /

anyathā ca guṇavaiyarthyaprasaṅgaḥ /

na hi jñānâbhidhānavyatirikto 'nyapadârthasvarūpaparicchittyupāyo 'stîty ataḥ pradhānasvarūpaviṣa

yajñānâbhidhānâbhāvān nâiva mukhyaḥ padârtho 'stîty avagantavyaṁ /

evaṁ yāvacchabde saṁbandhâbhāvāj jñānâbhidhānâbhāvaḥ, evaṁ câbhidhānâbhidheyaabhāvān 

naiva mukhyaḥ padârtho 'sti /

api ca sarva evâyaṁ gauṇa eva na mukhyo 'sti /

gauṇo hi nāma yo yatrâvidyamānena rūpeṇa pravartate /

sarvaś ca śabdaḥ pradhāne 'vidyamānenâiva guṇarūpeṇa pravartate ato mukhyo (p. 18) nâsty eva /

tatra yad uktaṁ asaty ātmani mukhye dharmeṣu côpacāro na yukta iti tadayuktaṁ /

vijñānapariṇāmaḥ katibheda iti na jñāyate /

atas tatprabhedôpadarśanârtham āha /

pariṇāmaḥ sa ca tridhā // (K.l d)

yatrâtmâdyupacāro dharmôpacāraś ca /

sa punarhetubhāvena phalabhāvena ca bhidyate /

tatra hetupariṇāmo yâlayavijñāne vipākaniṣyandavāsanāparipuṣṭiḥ /

phalapariṇāmaḥ punar vipākavāsanāvṛttilābhād ālayavijñānasya pūrvakarmâkṣepaparisamāpto yā 

nikāyasabhāgântarṣv abhinirvṛttiḥ /

niṣyandavāsanāvṛttilābhāc ca yā pravṛttivijñānānāṁ kliṣṭasya ca manasa ālayavijñānād abhinirvṛttiḥ /

tatra pravṛttivijñānaṁ kuśalâkuśalam ālayavijñāne vipākavāsanāṁ niṣyandavāsanāṁ câdhatte /

avyākṛtaṁ kliṣṭaṁ ca mano niṣyandavāsanām eva /
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yo 'sau trividhaḥ pariṇāma ukto 'sāv api na jñāyate /

atas tadbhedapradarśanârtham āha /

vipāko mananâkhyaś ca vijñaptir viṣayasya ca / (K.2 ab) iti /

sa eṣa trividhaḥ pariṇāmo vipākâkhyo mananâkhyo viṣayavijñaptyākhyaś ca /

tatra kuśalâkuśalakarmavāsanāparipākavaśād yathâkṣepaṁ phalâbhinirvṛttivipākaḥ /

kliṣṭaṁ mano nityaṁ mananâtmakatvāt mananâkhyaṁ /

rūpâdiviṣayapratyavabhāsatvāt cakṣurādivijñānaṁ ṣaṭprakāram api viṣayavijñaptiḥ /

tatsvarūpanirdeśam antareṇa na tat pratīyate ity ato yasya yat svarūpaṁ tad yathākramaṁ 

pradarśayannāha /

tatrâlayâkhyaṁ vijñānaṁ vipākaḥ sarvabījakam // (K.2 cd)

iti /

tatrêti yo 'yam anantarôktaḥ trividhaḥ pariṇāmaḥ /

ālayâkhyam ity ālayavijñānasaṁjñakaṁ yad vijñānaṁ sa vipākapariṇāmaḥ /

tacca sarvasāṁkleśikadharmabījasthānatvād ālayaḥ /

ālayaḥ sthānam iti paryāyau /

atha vâlīyante upanibadhyante 'smin sarvadharmāḥ kāryabhāvena /

tadvâlīyate upanibadhyate kāraṇabhāvena sarvadharmeṣv ity ālayaḥ /

vijānātîti vijñānaṁ /

sarvadhātugati(p. 19)yonijātiṣu kuśalâkuśalakarmavipākatvād vipākaḥ /

sarvadharmabījâśrayatvāt sarvabījakaṁ /

yadi pravṛttivijñānavyatiriktam ālayavijñānam asti tato 'syâlambanam ākāro ca vaktavyaḥ /

na hi nirālambanaṁ nirākāraṁ vā vijñānaṁ yujyate /

nâiva tan nirālambanaṁ nirākāraṁ vêṣyate /

kiṁ tarhy aparicchinnâlambanâkāraṁ / kiṁ kāraṇaṁ /

yasmād ālayavijñānaṁ dvidhā pravartate /

adhyātmam upādānavijñaptito bahirdhā 'paricchinnâkārabhājanavijñaptitaś ca /

tatrâdhyātmam upādānaṁ parikalpitasvabhāvâbhiniveśavāsanā sādhiṣṭhānam indriyarūpa nāma ca /

asyâlambanasyâtisūkṣmatvāt /

asaṁviditakôpādisthānavijñaptikaṁ ca tat / (K.3 ab)

asaṁviditaka upādir yasmin asaṁviditakā ca sthānavijñaptir yasmin tadālayavijñānaṁ asaṁviditakô

pādisthānavijñaptikaṁ /

upādānam upādiḥ /

sa punar ātmâdivikalpavāsanā rūpâdidharmavikalpavāsanā ca /

tatsadbhāvād ālayavijñānenâtmâdivikalpo rūpâdivikalpaś ca kāryatvenôpātta iti tadvāsanâtmâdivikalpānāṁ 

rūpâdivikalpānāṁ côpādir ity ucyate /

(so) asminn idaṁ tad iti pratisaṁvedanâkāreṇâsaṁvidita ity atas tadasaṁviditakôpādir ity ucyate /

āśrayôpādānaṁ côpādiḥ /
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āśraya ātmabhāvaḥ /

sâdhiṣṭhānaṁ indriyarūpaṁ nāma ca /

tasya punar yad upādānam upagamanam ekayogakṣematvena tadupādiḥ /

tatra kāmarūpadhātvor dvayor nāmarūpayor upādānaṁ /

ārūpyadhātau tu rūpavītarūgatvād rūpavipākânabhirnirvṛtter nāmôpādānam eva/

kiṁ tu vāsanāvastham eva tatra rūpaṁ na vipākâvasthaṁ /

tat punar upādānam idaṁtayā pratisaṁvedayitum aśakyam ity ato 'saṁvidita ity ucyate/

sthānavijñaptir bhājanalokasaṁniveśavijñptiḥ /

sâpy aparicchinnâlambanâkāraṁ bhaviṣyatîti /

anyavijñānavādinām api nirodhasamāpattyādyavasthāṣu tulyam etan na ca nirodhasamāpattyādyavasthāsu 

vijñānaṁ nâivâstîti śakyate pratipattuṁ /

yuktivirodhāt sūtravirodhāc cêti /

tatrâlayâkhyaṁ vijñānam ity uktaṁ vijñānaṁ câvaśyaṁ câitaiḥ saṁprayuktam ity ato vaktavyaṁ 

katamaiḥ katibhiś ca taccâittaiḥ sadā saṁprayujyate /

tathā kiṁ taiḥ sarvadā saṁprayujyate /

uta nêty ata āha /

sadā sparśamanaskāravitsaṁjñācetanânvitam // (K.3 cd)

(p. 20) iti /

sadêti yāvadālayavijñānaṁ tāvadebhiḥ sparśamanaskāravedanāsaṁjñācetanâkhyaiḥ pañcabhiḥ 

sarvatragair dharmair anvitaṁ /

vedanaṁ vit /

tatra sparśas trikasaṁnipāte indriyavikāraparicchedaḥ vedanāsaṁniśrayakarmakaḥ /

indriyaviṣayavijñānāni trīṇy eva trikaṁ tasya kāryakāraṇabhāvena samavasthānaṁ trikasaṁnipātaḥ /

tasmin sati tatsamakālam evêndriyasya sukhaduḥkhâdivedanânukūlo yo vikāras tena sadṛśo 

viṣayasya sukhâdivedanīyâkāraparicchedo yaḥ sa sparśaḥ /

indriyaṁ punar yena viśeṣeṇa sukhaduḥkhâdihetutvaṁ pratipadyate sa tasya vikāraḥ /

sparśaḥ punar indriyavikārasādṛśyenêndriyaṁ spṛśatîndriyeṇa vā spṛśyata iti sparśa ucyate /

ata eva viṣayavikāraparicchedâtmako 'pîndriyavikārapariccheda uktaḥ /

vedanāsaṁniśrayatvam asya karma /

evaṁ hy uktaṁ sūtre sukhavedanīyaṁ sparśaṁ pratītyôtpadyate sukhaṁ veditam iti vistaraḥ /

manaskāraścetasa ābhogaḥ /

abhujanamābhogaḥ /

ālambane yena cittam abhimukhīkriyate /

sa punar ālambane cittadhāraṇakarmā /

cittadhāraṇaṁ punas tatrâivâlambane punaḥ punaś cittasyâvarjanaṁ /

etacca karma cittasaṁtater ālambananiyamena viśiṣṭaṁ manaskāram adhikṛtyôktaṁ na tu yaḥ 

praticittakṣaṇaṁ /
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tasya hi pratikṣaṇam eva vyāpāro na kṣaṇântare /

vedanā anubhavasvabhāvā /

sā punarviṣayasyâhlādakaparitāpakatadubhayâkāraviviktasvarūpasākṣātkaraṇabhedāt tridhā bhavati /

sukhā / duḥkhā / aduḥkhâsukhā ca / evaṁ tv anye manyante /

śubhâśubhānāṁ karmaṇāṁ sukho 'nubhavaḥ phalavipākaṁ pratyanubhavanty anenêty anubhavaḥ /

tatra śubhānāṁ karmaṇāṁ sukho 'nubhavaḥ phalavipākaḥ /

aśubhānāṁ duḥkhaḥ / ubhayeṣām aduḥkhâsukhaḥ /

atra câlayavijñānam eva śubhâśubhakarmavipākaḥ /

tatsaṁprayuktâivôpekṣā paramârthataḥ śubhâśubhānāṁ karmaṇāṁ karmaṇāṁ phalavipākaḥ /

sukhaduḥkhayos tu kuśalâkuśalakarmavipākajatvād vipākôpacāraḥ /

tatra sukho 'nubhavaḥ yasminn utpanne viyogecchā niruddhe ca (p. 21) punar asaṁyogecchā /

aduḥkhâsukho yasminn utpanne niruddhe côbhayaṁ na jāyate /

saṁjñā viśayanimittôdgrahaṇaṁ / viṣaya ālambanaṁ /

nimittaṁ tadviśeṣo nīlapītâdyālambanavyavasthâkāraṇaṁ /

tasyôdgrahaṇaṁ nirūpaṇaṁ nīlam etan na pītam iti/

cetanā cittâbhisaṁskāro manasaś ceṣṭā /

yasyāṁ satyām ālambanaṁ prati cetasaḥ praspanda iva bhavati ayaskāntavaśâdayaḥ praspandavat //

vedanā trividhā sukhā duḥkhā aduḥkhâsukhā ca /

dharmâś catuḥprakārāḥ kuśalā akuśalā anivṛtāvyākṛtā nivṛtāvyākṛtāś ca /

tatrâlayavijñāne viditi sāmānyôpadeśena na vijñāyate tisṝṇāṁ vedanānāṁ katamā vedanā /

tathā tadapi kiṁ kuśalam akuśalam anivṛtâvyākṛtaṁ nivcṛtâvyākṛtam iti na vijñāyata ity ata āha /

upekṣā vedanā tatrânivṛtâvyākṛtaṁ ca tat / (K.4 ab)

tatrêty ālayavijñānam eva prakṛtatvāt saṁbadhyate /

upekṣâivâlayavijñāne vedanā na sukhā na duḥkhā tayoḥ paricchinnâlambanâkāratvāt /

rāgadveṣânuśayitatvācca /

anivṛtávyākṛtaṁ ca tat ālayavijñānam iti prakṛtaṁ /

tatrânivṛtagrahaṇaṁ nivṛtavyavacchedârthaṁ /

avyākṛtagrahaṇaṁ kuśalâkuśalavyavacchedârthaṁ /

manobhūmikair āgantukair upakleśair anāvṛtatvād anivṛtaṁ /

vipākatvād vipākaṁ prati kuśalâkuśalatvenâvyākaraṇād avyākṛtam /

tathā sparśâdayaḥ (K.4 c)

yathā ālayavijñānam ekāntena vipāko 'paricchinnâlambanâkāraṁ sadā sparśâdibhir anvitam /

tatra côpekṣâiva vedanānivṛtâvyākṛtaṁ ca /

tathā sparśâdayo 'py ekāntena vipākā evâparicchinnâlambanâkārāś ca /

ātmānaṁ hitvā itaraiś caturbhir ālayavijñānena ca nityam anugatās teṣu côpekṣâiva vedanā 

anivṛtâvyākṛtâś câlayavijñānavat /

na hi vipākena saṁprayuktānām avipākatvam aparicchinnâlambanâkāreṇa ca paricchinnâlambanâkāratvaṁ 
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saṁbhavati /

evam anyatrâpi vācyaṁ //

kiṁ punas tadālayavijñānam ekam abhinnam āsaṁsāram anuvartate /

uta saṁtānena / na hi tadekam abhinnam anuvartate kṣaṇikatvāt /

kiṁ tarhi /

tacca vartate srotasaughavat // (K.4 d)

(p. 22) taccêty ālayavijñānam eva saṁbadhyate /

tatra sroto hetuphalayor nairantaryeṇa pravṛttiḥ /

udakasamūhasya pūrvâparabhāgâvicchedena pravāha ogha ity ucyate /

yathā hy oghas tṛṇakāṣṭhagomayâdīn ākarṣayan gacchati evam ālayavijñānam api puṇyâpuṇyaniñjy

akarmavāsanânugataṁ sparśamanaskārâdīn ākarṣayat srotasâsaṁsāram avyuparataṁ pravartata iti //

tasyâivaṁ srotasā pravṛttasya kasyâm avasthāyāṁ vyāvṛttir ity āha /

tasya vyāvṛttir arhatve  (K.5 a)

kiṁ punar arhatvaṁ yad yogād arhann ity ucyate /

kasya punar yogād arhann ity ucyate /

kṣayajñānânutpādajñānalābhāt /

tasyāṁ hy avasthāyām ālayavijñānâśritadauṣṭhulyaniravaśeṣaprahāṇād ālayavijñānaṁ vyāvṛttaṁ 

bhavati / sâiva cârhadavasthā /

uktaḥ savibhāgo vipākapariṇāmaḥ /

idānīṁ mananâkhyaṁ dvitīyaṁ pariṇāmam āha /

tadāśritya pravartata iti vistaraḥ /

tatra yathā cakṣurādivijñānānāṁ cakśurādaya āśrayatvena rūpâdayś câlambanatvena prasiddhāḥ /

nâivaṁ kliṣṭasya manasa āśraya ālambanaṁ vā prasiddhaṁ /

na ca vijñānam āśrayâlambananirapekṣaṁ yujyata ity ataḥ kliṣṭasya manasa āśrayâlambanapratipādanârthaṁ 

niruktipratipādanârthaṁ câha /

tadāśritya pravartate /

tadālambaṁ manonāma vijñānaṁ mananâtmakam // (K.5 bcd)

tadāśritya pravartata iti tacchabdenâlayavijñānam abhisaṁbadhyate /

tadvāsanâśrayo hy ālayavijñānam atas tadāśritya pravartate saṁtānenôtpadyata ity arthaḥ /

atha vā yasmin dhātau bhūmau vâlayavijñānaṁ vipākas tad api kliṣṭaṁ manas taddhātukaṁ 

tadbhūmikaṁ cêti tatpratibaddhavṛttitvāt tadāśritya pravartate /

tadālambam iti ālayavijñānâlambanam eva /

satkāyadṛṣṭyādibhiḥ saṁprayogād ahaṁ mamêty ālayavijñānâlambanatvāt /

kathaṁ punar yata eva cittād utpadyate tadevâlambanaṁ tad bhavati /

yathā tadanicchatāṁ keṣāṁcit kasyāṁcid avasthāyāṁ yata eva cittān manovijñānam utpadyate 

tadālambanam eva tadutpadyate /

manonāma vijñānam iti mana iti nāma ākhyā yasya vijñānasya tad ālayavijñānam āśritya pravartate 
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tadālambanaṁ ca /

manonāma ity anenâlayavijñānāt pravṛttivijñānāc ca vyavacchinatti /

tat punaḥ kiṁsvabhāvam ity āha /

mananâtmakam iti /

evaṁ mananâtmakatvān mana ity ucyate nairuktena vidhinā //

vijñānasvarūpatvād avaśyaṁ taccaittaiḥ saṁprayujyate /

(p. 23) idaṁ tu na jñāyate katamais taccaittaiḥ kiyadbhiḥ kiyantaṁ kālaṁ vā saṁprayujyata ity ata 

āha /

kleśaiś caturbhiḥ sahitaṁ nivṛtâvyākṛtaiḥ sadā / (K.6 ab)

caittā hi dviprakārāḥ kleśās tadanye ca /

tadanyebhyo vyavacchedârtham āha kleśair iti /

kleśā api ṣaṭ /

na ca taiḥ saṁprayujyate 'taś caturbhir ity āha /

sahitam iti saṁprayuktam / kleśā api dvividhāḥ /

akuśalā nivṛtâvyākṛtāś ca /

akuśalebhyo viśeṣârtham āha nivṛtâvyākṛtair iti /

na hi nivṛtena vijñānenâkuśalānāṁ saṁprayogaḥ saṁbhavati /

nivṛtāḥ kliṣṭavāt /

avyākṛtāḥ kuśalâkuśalatvenâvyākaraṇāt / sadêti sarvakālaṁ /

yāvat tad asti tāvat taiḥ saṁprayuktam //

sāmānyanirdeśād viśeṣato na jñāyanta iti viśeṣato nirdiśati /

ātmadṛṣṭyātmamohâtmamānâtmasnehasaṁjñitaiḥ // (K.6 cd)

sāmānyanirdeśād viśeṣato na jñāyanta iti viśeṣato nirdiśati /

ātmadṛṣṭyātmamohâtmamānâtmasnehasaṁjñitaiḥ // 6cd //

upādānaskandheṣv ātmêti darśanam ātmadṛṣṭiḥ satkāyadṛṣṭir ity arthaḥ /

moho 'jñānam / ātmany ajñānam ātmamohaḥ /

ātmaviṣaye māna ātmamāno 'smimāna ity arthaḥ /

ātmani sneha ātmasnena ātmapremêty arthaḥ /

tatrâlayavijñānasvarūpe saṁmūḍhaḥ sannâlayavijñāne ātmadṛṣṭim utpādayati /

ātmadarśanād yā cittasyônnatiḥ so 'smimānaḥ /

etasmiṁs traye sati ātmâbhimate vastuni yo 'bhiṣvaṅgaḥ sa ātmasnehaḥ //

āha ca /

avidyayā câtmadṛṣṭyā câsmimānena tṛṣṇayā /

ebhiś caturbhiḥ saṁkliṣṭaṁ mananālakṣaṇaṁ manaḥ //

viparyāsanimittaṁ tu manaḥ kliṣṭaṁ sadâiva tat /

kuśalâvyākṛte cite sadâhaṅkārakāraṇam //

ete hi
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ātmamohâdayaḥ kleśā manovannavabhūmikāḥ /

iha ca sāmānyenâbhidhānān na jñāyate kiṁ svabhūmikair eva saṁprayujyate /

utânyabhūmikair apîty ata āha /

yatrajas tanmayair  (K.7 a)

iti / yatra jāto yatrajaḥ /

tanmayair iti yatra dhātau bhūmau vā jātas taddhā (P. 24) tukaiḥ tadbhūmikair eva vā saṁprayujyate /

nânyadhātukair anyabhūmikair vā //

kiṁ punaś caturbhir eva kleśaiḥ saṁprayujyate / nêty āha /

anyaiḥ sparśâdyaiś ca / (K.7)

saṁprayujyata iti saṁbadhyate /

caśabdaḥ samuccayârthaḥ /

sparśādyair iti sparśamanaskāravedanāsaṁjñāce tanābhiḥ /

ete hi pañca dharmāḥ sarvatragatvāt sarvavijñānaiḥ saṁprayujyante /

etair api yatra tātas tanmyair eva saṁprayujyate nânyadhātubhūmiaiḥ /

atha vânyair iti mūlavijñānasaṁprayuktebhyo vyavacchedârtham /

mūlavijñāne hy anivṛtâvyākṛtāḥ sparśâdayaḥ /

kliṣṭe tu manasi manovannivṛtâvyākṛtāḥ //

yadi tatkliṣṭaṁ manaḥ kuśalakliṣṭâvyākṛtâvasthyāsv aviśeṣeṇa pravartate na tasya tarhi nivṛttir asti /

anivṛtte ca tasmin kuto mokṣa iti kathaṁ na mokṣâbhāvaḥ prasajyate /

na prasajyate yasmāt /

arhato na tat /

na nirodhasamāpattau mārge lokottare na ca // K.7 bcd //

arhatas tāvadaśeṣakleṩaprahāṇāt kliṣṭaṁ mano nâivâsti /

taddhi bhāvâgrikabhāvanāprahātavyakleśavad arhatvaprāptyānantaryamārgeṇâiva prahīyate /

tadanyakleśavad arhatvâvasthyāyāṁ nâiva vidyate /

ākiṁcanyâyatanavītarāgasyâpy anāgāmino nirodhasamāpattilābhino mārgabalena nirodhasamāpatter 

labhyatvān mārgavannirodhasamāpattyavasthyāyām api nirudhyate /

nirodhāc ca vyutthitasya punarālayavijñānād eva pravartate /

mārge lokottare na cêti lokottaragrahaṇaṁ laukikavyavacchedârthaṁ /

laukike tu mārge kliṣṭaṁ manaḥ pravartata eva /

nairātmyadarśanasyâtmadarśanapratipakṣatvān na lokottaramārge pravartum utsahate /

vipakṣapratipakṣayor ayaugapadyāl lokottaramārge tannirudhyate /

tasmādapi vyutthitasya punarālayavijñānād evôtpadyate //

dvitīyaḥ pariṇāmo 'yam K.8 a

uddiṣṭo nirdiṣṭaś cêti nigamayati //

dvitīyapariṇāmânantaraṁ tṛtīyapariṇāmo vaktavya ity ata āha /

tṛtīyaḥ ṣaḍvidhasya yā /
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viṣayasyôpalabdhiḥ sā K.8 bc

(p. 25) tṛtīyo vijñānapariṇāma iti vākyaśeṣaḥ /

ṣaḍvidhasyêti ṣaṭprakārasya rūpaśabdagandharasaspraṣṭavyadharmâtmakasya viṣayasya yā 

upalabdhir grahaṇaṁ pratipattir ity arthaḥ /

sā punaḥ kiṁ kuśalā akuśalā avyākṛtêty ata āha /

kuśalâkuśalâdvayā // K. 8 d //

kuśalā 'kuśalā 'dvayêty avyākṛtâpi /

alobhādveṣāmohaiḥ saṁprayuktā kuśalā /

lobhadveṣamohaiḥ saṁprayuktā 'kuśalā /

kuśalâkuśalair asaṁprayuktā advayā na kuśalā nâkuśalêty arthaḥ /

sā punaḥ kīdṛśaiś caitasikaiḥ saṁprayujyate /

kiyanto vā tatsaṁprayogiṇaś caitasikā ity ata āha /

sarvatragair viniyataiḥ kuśalaiś caitasair asau /

saṁprayuktā tathā kleśair upakleśais trivedanā // 9 //

ya ete sarvatragâdaya uddiṣṭās te na vijñāyanta ity atas tatpradarśanârtham āha /

ādyāḥ sparśâdayaḥ  K.10 a

ādau nirdiṣṭatvād ādyāḥ sarvatragā ity arthaḥ / tathā hi /

sadā sparśamanaskāravitsaṁjñācetanânvitam /  K.3 ab

iti prathamato nirdiṣṭāḥ /

sparśa eṣām ādir iti sparśâdayaḥ /

te punaḥ sparśamanaskārâdayaḥ pañca dharmāḥ sarvaṁ cittam anugacchantîti sarvatragāḥ /

tathā hy ete ālayavijñāne kliṣṭe manasi pravṛttivijñāneṣu ca /

viśeṣeṇa pravartante //

viniyatān adhikṛtyâha /

chandâdhimokṣasmṛtayaḥ saha /  K.10 b

samādhidhībhyāṁ niyatāḥ K.10 c

viśeṣe niyatatvād viniyatāḥ /

eṣāṁ hi viśeṣa eva viṣayo na sarvaḥ /

tatra chando 'bhiprete vastuny abhilāṣaḥ /

abhiprete vastuny abhilāṣa iti pratiniyataviṣayatvaṁ jñāpitaṁ bhavaty anabhiprete chandâvhāvāt /

darśanaśravaṇâdikriyāviṣayatvena yadabhimataṁ vastu tadabhipretaṁ /

tatra darśanaśravaṇâdiprārthanā chandaḥ /

sa ca vīryârambhasaṁniśrayadānakarmakaḥ /

adhimokṣo niścite vastuni tathâivâvadhāraṇaṁ /

niścitagrahaṇam aniścitapratiṣedhârthaṁ /

yuktita āptôpadeśato vā yadvastu asaṁdigdhaṁ tanniścitaṁ yenâivâkāreṇa tanniścitam anityaduḥkhâd 

yākāreṇa tenâivâkāreṇa tasya vastunaś cetasy adhiveśanam evam etannânyathêty avadhāraṇam 
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adhimokṣaḥ /

sa câsaṁhāryatādānakarmakaḥ /

adhimukti-pradhāno hi svasiddhāntāt parapravādibhir apahartuṁ na śakyate /

smṛtiḥ saṁstute (p. 26) vastuny asaṁpramoṣaś cetaso ībhilapanatā /

saṁstutaṁ vastu pūrvânubhūtaṁ /

ālambanagrahaṇâvipraṇāśakāraṇatvād asaṁpramoṣaḥ /

pūrvagṛhītasya vastunaḥ punaḥ punarālambanâkārasmaraṇam abhilapanatā /

abhilapanam evâbhilapanatā /

sā punar avikṣepakarmikā /

ālambanâbhilapane sati cittasyâlambanântare ākārântare vā vikṣepâbhāvād avikṣepakarmikā /

samādhir upaparīkṣye vastuni cittasyâikâgratā /

upaparīkṣyaṁ vastu guṇato doṣato vā /

ekâgratā ekâlambanatā /

jñānasaṁniśrayadānakarmakaḥ /

samāhite citte yathābhūtaparijñānāt /

dhīḥ prajñā /

sâpy upaparīkṣya eva vastuni pravicayo yogâyogavihito 'nyathā vêti /

pravicinotîti pravicayaḥ /

yaḥ samyaṅ mithyā vā saṁkīrṇasvasāmānyalakṣaṇeṣv iva dharmeṣu vivekâvabodhaḥ /

yuktiyogaḥ /

sa punar āptôpadeśo 'numānaṁ pratyakṣaṁ ca /

tena triprakāreṇa yogena yo janitaḥ sa yogavihitaḥ /

sa punaḥ śrutamayaś cintāmayo bhāvanāmayaś ca /

tatrâptavacanaprāmāṇyâdyo 'vabodhaḥ sa śrutamayaḥ /

yuktinidhyānajaś cintāmayaḥ / samādhijo bhāvanāmayaḥ /

ayogo 'nāptôpadeśo 'numānâbhāso mithyāpraṇihitaś ca samādhis tenâgogena janito 'yogavihitaḥ /

upapattiprātilambhiko laukikavyavahārâvabodhaś ca na yogavihito nâyogavihitaḥ /

eṣā ca saṁśayavyāvartanakarmikā /

saṁśayavyāvartanaṁ prajñayā dharmān pravicinvato niścayalābhād iti /

ete hi pañca dharmāḥ parasparaṁ vyatiricyâpi pravartante /

evaṁ yatrâdhimokṣas tatra nâvaśyam itarair api bhavitavyaṁ /

evaṁ sarvatra vācyaṁ //

uktā viniyatāḥ /

tadanantarôddṣṭāsv idānīṁ kuśalā vaktavyā ity ata āha /

śraddhâtha hrīr-apatrapā // K.10 d

alobhâditrayaṁ vīryaṁ praśrabdhiḥ sāpramādikā /

ahiṁsā kuśalāḥ   K.11 abc
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eta ekādaśa dharmā iti vākyaśeṣaḥ /

tatra śraddhā karmaphalasatyaratneṣv abhisaṁpratyayaḥ prasādaś cetaso 'bhilāṣaḥ /

śraddhā hi tridhā pravartate /

sati vastuni guṇavaty aguṇavati vā saṁpratyayâkārā /

sati guṇavati ca prasādâkārā /

sati guṇavati ca prāptum utpādayituṁ vā śakye 'bhilāṣâkārā /

cetasaḥ prasāda iti śraddhā hi cittakāluṣyavairodhikîty atas tatsaṁprayoge kleśôpakleśamalakāluṣyavigamāc 

cittaṁ śraddhām āgamya prasīdatîti cetasaḥ prasāda ucyate /

sā punaś chandasaṁniśrayadānakarmikā /

hrīr ātmānaṁ dharmaṁ vâdhipatiṁ kṛtvâvadyena lajjā /

sadbhir garhitatvād aniṣṭavipākatvāc ca pāpam evâvadyaṁ /

tenâ(p. 27)vadyena kṛtenâkṛtena vā yā cittasyâvalīnatā lajjā sā hrīḥ /

iyaṁ ca duścaritasaṁyamasaṁniśrayadānakarmikā /

apatrāpyaṁ lokam adhipatiṁ kṛtvâvadyena lajjā /

loke hy etadgarhitaṁ māṁ câivaṁkarmāṇaṁ viditvā garhiṣyatîty aślokâdibhayâdyena lajjate /

idam api duścaritasaṁyamanasaṁniśrayadānakarmakaṁ /

alobho lobhapratipakṣaḥ /

lobho nāma bhave bhavôpakaraṇeṣu ca yāsaktiḥ prārthanā ca /

tatpratipakṣo 'lobho bhave bhavôpakaraṇeṣu cânāsaktiḥ vaimukhyaṁ ca /

ayaṁ ca duścaritâpravṛttisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

adveṣo dveṣapratipakṣo maitrī /

dveṣo hi satveṣu duḥkhe duḥkhasthānīyeṣu ca dharmeṣv āghātaḥ /

ayam api duścaritâpravṛttisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

amoho mohapratipakṣaḥ /

ayathābhūtasaṁpratipattir mohaḥ /

karmaphalasatyaratneṣv ajñānaṁ /

mohapratipakṣatvād amohas teṣv eva karmaphalasatyaratneṣu saṁpratipattiḥ /

ayam api duścaritâpravṛttisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

vīryaṁ kauśīdyapratipakṣaḥ /

kuśale cetaso 'bhyutsāhaḥ / na tu kliṣṭe /

kliṣṭe t tûtsāhaḥ kutsitatvāt kauśīdyam eva /

etacca kuśalapakṣaparipūraṇapariniṣpattikarmakaṁ /

praśrabdhir dauṣṭhulyapratipakṣaḥ kāyacittakarmaṇyatā /

dauṣṭhyulyaṁ kāyacittayor akarmaṇyatā sāṁkleśikadharmabījāni ca /

tadapagame praśrabdhisadbhāvāt /

tatra kāyakarmaṇyatā kāyasya svakārtheṣu laghusamutthānatā yato bhavati /

cittakarmaṇyatā samyaṅmanasikārasaṁprayuktasyâhlādalāghavanimittaṁ yaccaitasikaṁ 
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dharmântaraṁ tadyogāc cittam ālambane pravartate 'tas taccittakarmaṇyatêty ucyate /

kāyasya punaḥ spraṣṭavyaviśeṣa eva prītyāhṛtaḥ kāyapraśrabdhir veditavyā /

prītamanasaḥ kāyaḥ praśramyata iti sūtre vacanāt /

iyaṁ tadvaśenâśrayaparāvṛttito 'śeṣakleśâvaraṇaniṣkarṣaṇakarmikā /

sāpramādikā sahāpramādena vartata iti sāpramādikā /

kā punar asau / upekṣā / kuta etat /

ekāntakuśalatvāt sarvakuśalānāṁ cêha nirdeśâdhikārāc chraddhâdivat sākṣādnirdeśāt 

tadvyatiriktânyakuśalâbhāvāc ca upekṣâiva vijñāyate /

tatrâpramādaḥ pramādapratipakṣaḥ /

alobhād yāvad vīryam apramādaḥ /

yair alobhâdīn niśrityâkuśalān dharmān prajahāti tatpratipakṣāc ca kuśalān dharmān bhāvayati te 

'lobhâdayo 'pramādaḥ /

ata eva pramādapratipakṣaḥ pramādasyâto viparītatvāt /

sa punar laukikalokottarasaṁpattiparipūraṇakarmakaḥ /

upekṣā cittasamatā cittapraśaṭhatā cittânābhogatā /

ebhis tribhiḥ padair upeṣāyā ādimadhyâvasānâvasthā dyotitā /

tatra laya auddhatyaṁ vā cetaso (p. 28) vaiṣamyaṁ /

tasyâbhāvād ādau cittasamatā /

tato 'nabhisaṁskāreṇâprayatnena samāhitacetaso yathâbhiyogaṁ samasyâiva yā pravṛttiḥ sā 

cittapraśaṭhatā /

sā punar avasthā layâuddhatyaśaṅkânugatâcirabhāvitvāt /

tato bhāvanāprakarṣagamanāt tadvipakṣadūrībhāvāt tacchaṅkâbhāve layâuddhatyapratipakṣanimitteṣv 

ābhogam akurvato 'nābhogâvasthā cittasyânābhogatā /

iyaṁ ca sarvakleśôpakleśânavakāśasaṁniśrayadānakarmikā /

avihiṁsā vihiṁsāpratipakṣaḥ /

vadhabandhanâdibhiḥ sattvānām aviheṭhanam avihiṁsā sattveṣu karuṇā /

kaṁ ruṇaddhîti karuṇā / kam iti sukhasyâkhyā sukhaṁ ruṇaddhîty arthaḥ /

kāruṇiko hi paraduḥkhaduḥkhī bhavatîti /

iyaṁ câviheṭhanakarmikā //

uktā ekādaśa kuśalās tadanantarôddiṣṭās tu kleśā ity atas tān adhikṛtyâha /

kleśā rāgapratighamūḍhayaḥ // 11 //

mānadṛgvicikitsāś ca  K.12 a

iti, rāgaśca pratighaśca mūḍhiśca rāgapratighamūḍhayaḥ /

tatra rāgo bhavabhogayor adhyavasānaṁ prārthanā ca /

sa punar duḥkhasaṁjananakarmakaḥ / (yojana -> janana)

duḥkham atrôpādānaskandhās teṣāṁ kāmarūpârūpyatṛṇāvaśād abhinirvṛtteḥ /

ato rāgasya duḥkhasaṁyojanaṁ karma nirdiśyate / (yojanaṁ -> jananaṁ)
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pratighah sattvesv āghātah sattvesu rūksacittatā yenâvistah sattvānām vadhabandhanâdikam 

anartham cintayati /

sa punar asparśavihāraduścaritasaṁniśrayadānakarmakaḥ /

sparśaḥ sukhaṁ tena sahito vihāraḥ sparśavihāraḥ na sparśavihāro 'sparśavihāraḥ duḥkhasahita ity 

arthaḥ /

āghātacittasyâvaśyaṁ daurmanasyasamudācārāc cittaṁ tapyate /

cittânavidhānāc ca kāyo 'pi tapyata evêti sarvêryâpatheṣu saduḥkhasavighāto 'sparśavihāro bhavati /

pratihatacittasya ca na kiṁcidduścaritaṁ vidūra iti pratigho 'sparśavihāraduścartiasaṁniśrayadānak

armaka uktaḥ /

moho 'pāyeṣu sugatau nirvāṇe tatpratiṣṭhāpakeṣu hetuṣu teṣāṁ câviparīte hetuphalasaṁbandhe 

yad ajñānaṁ /

ayaṁ ca saṁkleśôtpattisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

tatra kleśakarmajanmâtmakas trividhaḥ saṁkleśaḥ /

tasyôtpattiḥ pūrvapūrvasaṁkleśanimitta uttarottarasya saṁkleśasyâtmalābhaḥ /

utpatteḥ saṁniśrayadānakarmakam iti /

mūḍhasyâiva hi mithyājñānasaṁśayarāgâdikleśapaunarbhavikakarmajanmanāṁ pravṛttir 

nâmūḍhasyêti /

mānaḥ / māno hi nāma sarva eva satkāyadṛṣṭisamāśrayeṇa pravartate /

sa punaś cittasyônnatilakṣaṇaḥ /

tathā hy ātmâtmīyabhāvaṁ skandheṣv adhyāropyâyam aham idaṁ mamêty ātmānaṁ tena tena 

viśeṣeṇônnamayati anye(p. 29)bhyo 'dhikaṁ manyate /

sa câgauravaduḥkhôtpattisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

agauravaṁ guruṣu ca pudgaleṣu stabdhatā kāyavācor apraśritatā duḥkhôtpattiḥ punar atra 

punarbhavôtpattiḥ /

sa ca punaś cittônnatisvarūpâbhede 'pi cittônnatinimittabhedāt saptadhā bhidyate /

māno 'timāna ity evam ādi /

hīnāt kulavijñānavittâdibhiḥ śreyān asmi kulavijñānavittâdibhir iti yā cittasyaunnatiḥ sadṛśena vā 

kulâdibhir eva sadṛśo 'smîti yā cittasyônnatiḥ sa mānaḥ /

atimānaḥ /

kulavijñānavittâdibhiḥ sadṛśāt tyāgaśīlapauruṣâdibhiḥ śreyān asmi śreyasā vā kulavidyâdibhiḥ 

sadṛśo 'smi vijñānavittâdibhir ity ayam atimāṇaḥ /

śreyasaḥ kulavijñānavittair aham eva śreyān kulavijñānavittair iti yā cittasyaunnatir ayaṁ 

mānâtimānaḥ / asmimānaḥ /

pañcasûpādānaskandheṣv ātmâtmīyarahiteṣv ātmâtmīyâbhiniveśâdyā cittasyônnatiḥ so 'smimānaḥ /

abhimānaḥ / aprāpta uttare viśeṣâdhigame prāpto mayêti yā cittasyônnatiḥ so 'bhimānaḥ /

ūnamānaḥ / bahûntaraviśiṣṭāt kulavidyâdibhir alpântarahīno 'smi kulavidyâdibhir iti yā cittasyônnatir 

iyam ūnamānaḥ /
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mithyāmānaḥ / aguṇavato guṇavān asmîti yā cittasyônnatiḥ sa mithyāmānaḥ /

aguṇā hi dauḥśīlyâdayas te yasya vidyante so 'guṇavān /

tasmād guṇavān asmîty anena hi dānaśīlâdyabhāve 'pi guṇavattvam abhyupagataṁ bhavatîty ato 

nirvastukatvān mithyāmāna ity ucyate /

dṛg iti sāmānyanirdeśe 'pi kleśâdhikārāt pañcâiva kleśâtmikāḥ satkāyadṛṣṭyādikā dṛṣṭayaḥ 

saṁbadhyante /

na laukikī samyagdṛṣṭir anāsravā /

āsāṁ tu kliṣṭanitīraṇâkāratvād aviśeṣe 'py ālambanâkārabhedāt parasparato bhedaḥ /

tatra satkāyadṛṣṭir yat pañcasūpādānaskandheṣv ātmâtmīyadarśanam /

antagrāhadṛṣṭis teṣv eva pañcasûpādānaskandheṣv ātmâtmīyatvena gṛhīteṣu yad ucchedataḥ 

śāśvatato vā darśanaṁ / mithyādṛṣṭiḥ /

yayā mithyādṛṣṭyā hetuṁ vâpavadati phalaṁ kriyāṁ vā sadvā vastu nāśayati sā sarvadarśanapāpatvān 

mithyādṛṣṭir ity ucyate /

dṛṣṭiparāmarśaḥ pañcasûpādānaskandheṣv agrato viśiṣṭataḥ śreṣṭhataḥ paramataś ca yad darśanaṁ /

śīlavrataparāmarśaḥ / pañcasûpādānaskandheṣu śuddhito muktito nairyāṇikataś ca yad darśanaṁ /

vicikitsā karmaphalasatyaratneṣ vimatiḥ / vividhā matir vimatiḥ /

syān na syād iti / prajñātaś cêyaṁ jātyantaram evôktā //

uktāḥ ṣaṭkleśās tadanantarôddiṣṭās tv idānīm upakleśā vaktavyā ity ata āha /

krodhôpanahane punaḥ /

mrakṣaḥ pradāśa īrṣyâtha mātsaryaṁ saha māyayā // K, 12 bcd

śāṭhyaṁ mado 'vihiṁsā-hrīr atrapā styānam uddhavaḥ /

āśraddhyam atha kausīdyaṁ pramādo muṣitā smṛtiḥ // K. 13

(p. 30) vikṣepo 'saṁprajanyaṁ ca kaukṛtyaṁ middham eva ca /

vitarkaś ca vicāraś cêty upakleśā dvaye dvidhā // K. 14

tatra krodho vartamānam apakāram āgamya yaś cetasa āghātaḥ /

ayaṁ câghātasvarūpatvāt pratighān na bhidyate /

kiṁ tv asya pratighasyâvasthāviśeṣe prajñaptatvāt pratighâṁśikaḥ /

vartamānam apakāram āgamya yaś cetasa āghātaḥ satvâsatvaviṣayo daṇḍadānâdisaṁniśrayadānak

armakaś ca sa krodha iti prajñapyate /

upanāho va i rānubandhaḅ /  krodhād ūrdhvaṁ mamânenêdam apakṛ tam i ty  asya 

vairātmakasyânuśayasyânutsargaḥ prabandhena pravartanam upanāhaḥ /

ayaṁ câkṣāntisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

akṣāntir apakārâmarṣaṇaṁ pratyapakāracikīrṣā ca /

ayam api krodhavat pradveṣâvasthāviśeṣe prajñapyate /

ataḥ prajñaptisann eva veditavyaḥ /

mrakṣa ātmano 'vadyapracchādanā /

chandadveṣabhayâdīn nirākṛtya kāle taddhitâiṣiṇā codakena tat tvam evaṁkārîty anuyuktasya 
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mohâṁśikyavadyapracchādanā mrakṣaḥ /

mohâṁśikatvaṁ tu mrakṣasya pracchādanâkāratvāt /

ayaṁ ca kaukṛtyâsparśa(vihāra)saṁniśrayadānakarmakaḥ /

dharmatâiṣā yad avadyaṁ pracchādayataḥ kaukṛtyam utpadyate kaukṛtyāc câvaśyaṁ daurmanasyena 

saṁprayogād asparśavihāra iti/

pradāśaś caṅḍavacodāśitā / caṅḍaṁ vacaḥ pragāḍhaṁ pāruṣyaṁ /

marmaghaṭṭanayogena daśanaśīlo dāśī tadbhāvo dāśitā /

ayaṁ ca bhāvapratyayaḥ svârthikaḥ /

caṇḍena vacasā pradaśatîti caṇḍavacodāśitā /

ayaṁ ca krodhôpanāhapūrvakaś cetasa āghātasvabhāva iti pratighâṁśika eva na dravyato bhidyate /

ayaṁ ca vāgduścaritaprasavakarmakaḥ asparśavihārakarmakaś ca /

tadvataḥ pudgalasya duḥkhasavāsatvāt /

īrṣyā parasaṁpattau cetaso vyāroṣo lābhasatkārâdhyavasitasya lābhasatkārakulaśīlaśrutâdīn 

guṇaviśeṣān parasyôpalabhya dveṣâṁśiko 'marṣakṛtaś cetaso vyāroṣa īrṣyā /

svam āśrayaṁ vyāpya roṣo vyāroṣaḥ /

daurmanasyasaṁprayogāt tatpūrvakaś câsparśavihāra iti daurmanasyâsparśavihārakarmikôcyate /

mātsaryaṁ dānavirodhī cetasa āgrahaḥ /

upāttaṁ vastu dharmâmiṣakauśalâtmakaṁ yena pūjânugrahakāmyayârthine 'narthine vā dīyate tad 

dānaṁ /

tasmin sati dānâbhāvāt tadvirodhîty ucyate /

lābhasatkārâdhyavasitasya jīvitôpakaraṇesu rāgâṁśikaś cetasa āgraho 'parityāgêcchā mātsaryam / 

idaṁ câsaṁlekhasa(ṁ)niśrayadānakarmakaṁ /

asaṁlekhaḥ punar mātsaryeṇânupayujyamānānām apy upakaraṇā(ṁ) saṁcayād veditavyaḥ /

māyā paravañcanā yâbhūtârthasaṁdarśanatā /

lābhasatkārâdhyavasitasya paravañcanâbhiprāyeṇânyathâvasthitasya śīlâder arthasyânyathā 

prakāśanā /

iyaṁ ca sahitābhyāṁ (p. 31) rāgamohâbhyām abhūtān guṇān prakāśayatas tayoḥ samuditayoḥ 

prajñapyata iti krodhâdivat prajñaptita eva na dravyata iti mithyājīvasaṁniśrayadānakarmikā /

śāṭhyaṁ svadoṣapracchādanôpāyasaṁgṛhītaṁ cetasaḥ kauṭilyaṁ /

svadoṣapracchādanôpāyaḥ paravyāmohanaṁ /

tatpunar anyenânyat pratisaran vikṣipati aparisphuṭaṁ ca pratipadyate /

ata eva śāṭhyaṁ mrakṣād bhidyate /

sa hi sphuṭam eva pracchādayati na kākvā /

idam api lābhasatkārâdhyavasitôpāyābhyāṁ rāgamohābhyāṁ svadoṣapracchādanârthaṁ 

paravyāmohanāya pravartate /

tayor eva sahitayoḥ prajñapyate / idaṁ ca samyagavavādalābhaparipanthikarmakaṁ /

samyagavavādasya yo lābho yoniṣomanasikāras tasyântarāyaṁ karoti /
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madaḥ svasaṁpattau raktasyôddharṣaś cetasaḥ paryādānaṁ /

kulârogyayauvanabalarūpâiśvaryabuddhimedhāpradarṣaḥ svasaṁpattiḥ /

uddharṣo harṣaviśeṣaḥ /

yena harṣaviśeṣeṇa cittam asvatantrī-kriyate tena tadātmatantrīkaraṇāt paryāttaṁ bhavatîty etad 

uktaṁ cetasaḥ paryādānam iti /

ayaṁ ca sarvakleśôpakleśasaṁniśrayadānakarmakaḥ /

vihiṁsā satvaviheṭhanā /

vividhair vadhabandhanatāḍanatarjanâdibhiḥ satvānāṁ hiṁsā vihiṁsā /

viheṭhyante 'nayā satvā vadhabandhanâdibhir duḥkhadaurmanasyôtpādanād iti sarvasatvaviheṭhanā /

sā punaḥ pratighāṁśikī nighṛṇatā satveṣu cittarūkṣatā satvaviheṭhanakarmikā vihiṁsêty ucyate /

āhrīkyaṁ svayam avadyenâlajjā /

tasmin karmaṇyâtmānam ayogyaṁ manyamānasyâpi yāvadyenâlajjā sāhrīkyaṁ hrīvipakṣabhūtaṁ /

anapatrāpyaṁ parato 'vadyenâlajjā /

lokaśāstraviruddham etan mayā kriyata ity evam avagacchato 'pi yā tayā pāpakriyayâlajjā 

sāpatrāpyavipakṣabhūtam anapatrāpyaṁ /

etacca dvayamapi sarvakleśôpakleśasāhāyyadānakarmakaṁ /

rāgadveṣamohaprakāreṣu sarvâsatkāryaprabhavahetuṣu rāgadveṣayor ayaugapadyād yathāsaṁbhavaṁ 

prajñapyate na tu svatantram asti /

styānaṁ cittasyâkarmaṇyatā staimityaṁ /

stimitasya bhāvaḥ staimityaṁ tadyogāc cittaṁ jaḍībhavati stimitaṁ bhavati nâlambanaṁ 

pratipattuṁ samutsahate /

etacca sarvakleśopakleśasāhāyyadānakarmakaṁ /

mohśṁśe prajñaptatvācca mohâṁśikam eva na pṛthag vidyate /

auddhatyaṁ cittasyâvyupaśamaḥ /

vyupaśamo hi śamathas tadviruddho 'vyupaśamaḥ /

sa punar eṣa rāgânukūlapūrvahasitaramitakrāḍitâdyanusmarataś cetaso 'vyupaśamahetuḥ 

śamathaparipanthikarmakaḥ /

āśraddhyaṁ karmaphalasatyaratneṣv anabhisaṁpratyayaḥ śraddhāvipakśaḥ /

śraddhā hy astitvaguṇavatvaśakyatveṣv abhisaṁpratyayaḥ prasādo 'bhilāṣaś ca yathākramaṁ /

aśraddhā tadviparyeṇâstitvaguṇavatvaśakyatveṣv anabhisaṁpratyayo 'prasādo 'nabhilāṣaś ca /

kausīdyasaṁniśrayadānakarmakam /

aśraddadhānasya prayogacchandâbhāvāt kausīdyasaṁniśrayadānakarmakatvaṁ /

kausīdyaṁ kuśale cetaso (p. 32) 'nabhyutsāho vīryavipakṣaḥ /

kuśale kāyavāṅmanaḥkarmaṇi nidrāpārśvaśayanasukham āgamya yo mohâṁśikaś cetaso 

'nabhytsāhaḥ /

etacca kuśalapakṣaprayogaparipanthikarmakaṁ /

pramādo yair lobhadveṣamohakausīdyaiḥ kleśād rāgadveṣamohâdikāc cittaṁ na rakṣati kuśalaṁ ca 
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tatpratipakṣabhūtaṁ na bhāvayati /

teṣu lobhadveṣamohakausīdyeṣu pramādaḥ prajñapyate /

ayaṁ câkuśalavṛddhikuśalaparihāṇisaṁniśrayadānakarmakaḥ /

muṣitā smṛtiḥ kliṣṭā smṛtiḥ / kliṣṭêti kleśasaṁprayuktā /

iyaṁ ca vikṣepasaṁniśrayadānakarmikā / vikṣepo rāgadveṣamohâṁśikaś cetaso visāraḥ /

vividhaṁ kṣipyate 'nena cittam iti vikṣepaḥ /

yai rāgadveṣamohaiś cittaṁ samādhyālambanād bahiḥ kṣipyate teṣu yathāsaṁbhavaṁ vikṣepaḥ 

prajñapyate /

eṣa ca vairāgyaparipanthikarmakaḥ /

asaṁprajanyaṁ kleśasaṁprayuktā prajñā /

yayâsaṁviditā kāyavākcittacaryā atikramaprakramâdiṣu vartate karaṇīyâkaraṇīyaajñānāt /

etaccâpattisaṁniśrayadānakarmakam /

kaukṛtyaṁ cetaso vipratisāraḥ / kutsitaṁ kṛtam iti kukṛtaṁ /

tadbhāvaḥ kaukṛtyaṁ /

iha tu kukṛtaviṣayaś cetaso vilekhaḥ kaukṛtyaṁ caitasikâdhikārāt /

etacca cittasthitiparipanthikarmakaṁ /

middham asvatantravṛtticetaso 'bhisaṁkṣepaḥ / vṛttir ālambane pravṛttiḥ /

sâsvatantrā cetaso yato bhavati tanmiddham /

kāyacittasaṁdhāraṇâsamarthā vā vṛttiś cetaso 'svatantratā sā yato bhavati tanmiddham / 

abhisaṁkṣepaś cetasaś cakṣurādîndriyadvāreṇâpravṛttiḥ /

etacca mohâṁśe prajñapanān mohâṁśikaṁ kṛtyâtipattisaṁniśrayadānakarmakaṁ ca /

vitarkaḥ paryeṣako manojalpaḥ prajñācetanāviśeṣaḥ /

paryeṣakaḥ kim etad iti nirūpaṇâkārapravṛttaḥ /

manaso jalpo manojalpaḥ / jalpa iva jalpaḥ / jalpo 'rthakathanaṁ /

cetanāprajñāviśeṣa iti cetanāyāś cittaparispandâtmakatvāt prajñāyāś ca guṇadoṣavivekâkāratvāt 

tadvaśena cittapravṛtteḥ /

kadācic cittacetanayor vitarkaprajñaptiḥ kadācit prajñācetasor yathākramam anabhyūhâbhyūhâvasthayoḥ /

atha vā cetanāprajñayor eva vitarkaprajñaptis tadvaśena cittasya tathāpravṛttatvāt / sa eva 

cittasyâudārikatā /

audārikatêti sthūlatā vastumātraparyeṣaṇâkāratvāt /

eṣa ca nayo vicāre 'pi draṣṭavyaḥ /

vicāro 'pi hi cetanāprajñāviśeṣâtmakaḥ /

pratyavekṣako manojalpa eva / idaṁ tad iti pūrvâdhigatanirūpaṇāt /

ata eva ca cittasūkṣmatêty ucyate /

etau ca sparśâsparśavihārasaṁniśrayadānakarmakau /

anayoś câudārikasūkṣmatayā vyavasthāpanāt pṛthakkaraṇaṁ /

dvaye dvidhêti / dvayaṁ ca dvayaṁ ca dvaye /
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te punaḥ kaukṛtyamiddhe vitarkavicārau ca /

ete ca catvāro dharmā dvidhā kliṣṭā akliṣṭāś ca /

tatrâkuśalam akṛtvā kuśalaṁ ca kṛtvā yaś cetaso vilekhas tatsaṁkliṣṭaṁ kaukṛtyaṁ /

yat kuśalam akṛtvā tatkaukṛtyam akliṣṭaṁ /

middhamapi kliṣṭacittâviddhaṁ kliṣṭacittasaṁprayuktaṁ (p. 33) ca kliṣṭaṁ /

akliṣṭacittâviddham akliṣṭacittasaṁprayuktaṁ câkliṣṭam /

kāmavyāpādavihiṁsâdivitarkāḥ kliṣṭāḥ /

naiṣkramyâdivitarkā akliṣṭāḥ /

evaṁ paropaghātôpāyavicāraḥ kliṣṭaḥ /

parânugrahôpāyavicāro 'kliṣṭaḥ /

tatra ye kaukṛtyamiddhavitarkavicārāḥ kliṣṭāḥ ta evôpakleśā nêtare /

tatra yathā rūpaśabdâdyupalabdhiḥ ṣaṭprakārā yathāsaṁbhavaṁ sarvaiś caitasikaiḥ saṁprayujyate 

sarvatragair viniyataiḥ kuśalaiḥ kleśair upakleśaiś ca /

evaṁ trivedanā, tisṛbhiś ca vedanābhiḥ saṁprayujyate sukhayā duḥkhayā aduḥkhâsukhayā ca /

saumanasyadaurmanasyôpekṣāsthānīyeṣu rūpâdiṣu tadutpatteḥ kuśalā akuśalā avyākṛtā ca /

ālayavijñānaṁ tu sarvatragaiḥ pañcabhir eva saṁprayujyate nânyais,

tatra côpekṣâiva vedanā anivṛtâvyākṛtaṁ ca /

kliṣṭaṁ manaḥ sarvatragaiḥ pañcabhiś caturbhiś ca kleśair ātmamohâdibhiḥ /

tatrôpekṣaiva vedanā nivṛtâvyākṛtaṁ cêti //

idam idānīṁ cintyate /

kiṁ pañcānāṁ cakṣurvijñānâdīnāṁ yugapadālambanapratyayasāṁnidhye 'py ālayavijñānād 

ekasyâivôtpattir bhavati na dvayor na bahūnāṁ vā /

yathâike manyante /

na dvayor na bahūnāṁ vā yugapatsamanantarapratyayâbhāvād ekasyâiva vijñānasyautpattir 

bhavati /

na câikaṁ vijñānaṁ bahūnāṁ samanantarapratyayatvaṁ pratipattum utsahate /

utâniyamena / yady ekasyâiva pratyayasāṁnidhyam ekam evôtpadyate /

evaṁ dvayor bahūnāṁ vā pratyayasāṁnidhye utpattir bhavatîty ata āha /

pañcānāṁ mūlavijñāne yathāpratyayam udbhavaḥ /

vijñānānāṁ saha na vā taraṅgāṇāṁ yathā jale // K.15 //

pañcānām iti cakṣurādivijñānānāṁ tadanucaramanovijñānasahitānāṁ /

pañcānāṁ cakṣurādivijñānāṁ bījâśrayatvāt tata utpatter gatiṣu janmôpādānāc câlayavijñānaṁ 

mūlavijñānam ity ucyate /

yathāpratyayam udbhava iti / yasya yasya yaḥ pratyayaḥ saṁnihitas tasya tasya niyamenôdbhava 

ātmalābhaḥ /

saha na vêti yugapatkrameṇa vā /

taraṅgāṇāṁ yathā jala iti / ālayavijñānāt pravṛttivijñānānāṁ yugapadayugapac côtpattau dṛṣṭāntaḥ /
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yathôktam / tad yathā viśālamate /

mahata udakâughasya vahataḥ saced ekasya taraṅgasyôtpattipratyayaḥ pratyupasthito bhavaty 

ekam eva taraṅgaṁ pravartate /

saced dvayos trayāṇāṁ saṁbahulānāṁ taraṅgāṇām utpattipratyayaḥ  pratyupasthito bhavati (/) 

yāvatsaṁbahulāni taraṅgāṇi pravartante (/) na ca tasyôdakâughasya srotasā vahataḥ samucchittir 

bhavati /

na paryupayogaḥ prajñāyate /

evam eva viśālamate /

tadôghasthānīyam ālayavijñānaṁ saṁniśr itya pratiṣṭhāya saced ekasya (cakṣur) – 

vijñānasyôtpattipratyayaḥ pratyupasthito bhavati (/) ekameva cakṣurvijñānaṁ pravartate /

saced dvayos trayāṇāṁ sacet pañcānāṁ (p. 34) vijñānānām utpattipratyayaḥ pratyupasthito bhavati /

sakṛd yāvatpañcānāṁ pravṛttir bhavati /

atra gāthā /

ādānavijñānagabhīrasūkṣmo ogho yathā vartati sarvabījo /

bālāna eṣo mayi na prakāśite mā haiva ātmā parikalpayeyuḥ //

(bālā eṣām api) (śite mohâiva)

iti /

na hi vijñānapratiniyamenâlambanapratyayavat samanantarapratyaya iṣyate /

sarvavijñānôtpattau sarvasya vijñānasya tatsamanantarapratyayatvâbhyupagamāt /

ata ekasmādapi samanantarapratyayād ālambanapratyayasāṁnidhye dvayor bahūnāṁ vā 

vijñānānām utpattir na virudhyate /

kiṁ câtra kāraṇam /

yat samanantarapratyayapratiniyamâbhāve pañcānāṁ ca yugapadālambanapratyayasāṁnidhye 

ekenâivôtpattavyaṁ na pañcabhir apîti /

tasmād ālambanasadbhāve pañcānāṁ apy utpattir ity abhyupeyam //

idam idānīṁ vaktavyaṁ /

kiṁ manovijñānaṁ cakṣurādivijñānaiḥ saha pravartate vinā vā /

uta nâivêty ata āha /

manovijñānasaṁbhūtiḥ sarvadāsaṁjñikād ṛte /

samāpattidvayān middhān mūrchanād apy acittakāt // K.16 //

iti /

sarvadêti sarvakālaṁ cakṣurādivijñānaiḥ saha vinā vêty arthaḥ /

asyôtsargasyâpavādam ārabhate /

asaṁjñikād ṛte / samāpattidvayān middhān mūrcchanād apy acittakād iti /

tatrâsaṁjñikam asaṁjñisatveṣu deveṣûpapannasya yaś cittacaitasikānāṁ dharmāṇāṁ nirodhaḥ /

samāpattidvayam asaṁjñisamāpattir nirodhasamāpattiś ca /

tatrâsaṁjñisamāpattis tṛtīyadhyānād vītarāgasya-ūrdhvam avītarāgasya niḥsaraṇasaṁjñāpūrvakeṇa 
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manasikāreṇa manovijñānasya tatsaṁprayuktānaṁ ca caittānāṁ yo nirodhaḥ so 'trâsaṁjñisamāpattir 

ity ucyate /

nirudhyate 'nenêti nirodhaḥ /

sa punaḥ sasaṁprayogasya manovijñānasya samudācāranirodhaḥ /

āśrayasyâvasthāviśeṣaḥ /

sa ca samāpatticittād anantaraṁ cittântarôtpattiviruddha āśrayaḥ prāpyata iti samāpattir ity ucyate /

nirodhasamāpattir ākiṁcanyâyatanavītarāgasya śāntavihārasaṁjñāpūrvakeṇa manasikāreṇa 

sasaṁprayogasya manovijñānasya kliṣṭasya ca manaso yo nirodhaḥ / iyam apy asaṁjñisamāpattivad 

āśrayasyâvasthāviśeṣe prajñapyate /

acittakaṁ middhaṁ gāḍhamiddhôpahatatvād āśrayasya tāvatkālaṁ manovijñānāpravṛtter acittakam 

ity ucyate /

acittikā mūrcchā, āgantunâbhighātena vātapittaśleṣma-vaiṣamyeṇa vā yad āśrayavaiṣamyaṁ 

manovijñānapravṛttiviruddhaṁ /

tatrâcittikā mūrcchôpa(p. 35)caryate /

etāḥ pañcâvasthā varjayitvā tadanyāsu sarvāv avasthāsu manovijñānapravṛttir veditavyā /

evam āsaṁjñikâdiṣu manovijñāne niruddhe tadapagame punaḥ kuta utpadyate / yat tasya kālakriyā 

na bhavati /

tat punar ālayavijñānād evôtpadyate /

tad dhi sarvavijñānabījakam iti //

yatra vijñānapariṇāme ātmadharmôpacāraḥ /

sa punas tridhêty uddiśya vistareṇa trividho 'pi nirdiṣṭaḥ /

idānīm ātmadharmopacāro yaḥ prajñapyate sa vijñānapariṇāma eva na vijñānapariṇāmāt 

pṛthagasty ātmā dharmā vêti yat pratijñātaṁ tatprasādhanârtham āha /

vijñānapariṇāmo 'yaṁ vikalpo yad vikalpyate /

tena tannâsti tenêdaṁ sarvaṁ vijñaptimātrakam // K.17 //

iti / yo 'yaṁ vijñānapariṇāmas trividho 'nantaram abhihitaḥ so 'yaṁ vikalpaḥ /

adhyāropitârthâkārāḥ traidhātukāś cittacaittā vikalpa ucyate /

yathoktaṁ /

abhūtaparikalpas tu cittacaittās tridhātukāḥ / (MVbh.I.8ab) iti /

tena trividhena vikalpenâlayavijñānakliṣṭamanaḥpravṛttivijñānasvabhāvena sasaṁprayogeṇa yad 

vikalpyate bhājanam ātmā skandhadhātvāyatanarūpaśabdâdikaṁ vastu tan nâstîty ataḥ sa 

vijñānapariṇāmo vikalpa ucyate /

asadālambanatvāt /

kathaṁ punar etadvijñāyate tadālambanam asad iti /

yad dhi yasya kāraṇaṁ tasmin samaye câviruddhe ca tadutpadyate nânyataḥ /

vijñānaṁ ca māyāgandharvanagarasvapnatimirâdāv asaty apy ālambane jāyate /

yadi ca vijñānasyâlambanapratibaddha utpādaḥ syāt evaṁ sati māyâdiṣv arthâbhāvān na vijñānam 
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utpadyeta /

tasmāt pūrvakān niruddhāt tajjātīyavijñānād vijñānam utpadyate /

na bāhyād arthāt tasminn asaty api bhāvāt / (udbhāvāt?)

dṛṣṭā câbhinne 'py arthe pratipattrṝṇāṁ parasparaviruddhā pratipattiḥ /

na câikasya parasparaviruddhânekâtmakatvaṁ yujyate /

tasmāt adhyāropitarūpatvād vikalpasyâlambanam asad iti pratipattavyaṁ /

anena tāvat samāropântaṁ parihṛtyâpavādântaparijihīrṣayā āha /

tenêdaṁ sarvaṁ vijñaptimātrakam (K.l7cd) iti /

tenêti tasmāt /

yasmāt pariṇāmâtmakena vikalpena yad vikalpyate, tena tannâsti, tasmād viṣayâbhāvāt, sarvaṁ 

vijñaptimātrakaṁ /

(p. 36) sarvam iti traidhātukam asaṁskṛtaṁ ca /

mātraśabdas tadadhikaviṣayavyavacchedârthaḥ /

kakāraḥ pādapūraṇârthaḥ //

yadi sarvaṁ vijñaptimātrakam eva na tato 'nyaḥ kartā karaṇaṁ câsti /

kathaṁ mūlavijñānād anadhṣṭhitād asati karaṇe vikalpāḥ pravartanta ity āha /

sarvabījaṁ hi vijñānaṁ pariṇāmas tathā tathā /

yāty anyonyavaśād yena vikalpaḥ sa sa jāyate // K.18 //

tatra sarvadharmotpādanaśakyânugamāt sarvabījaṁ /

vijñānam ity ālayavijñānaṁ /

vijñānaṁ hy asarvabījam apy astîty ataḥ sarvabījam ity āha /

vijñānād anyad api kaiścit pradhānādi sarvabījaṁ kalpyata iti vijñānam ity āha /

atha vā, ekapadavyabhicāre 'pi viśeṣaṇaviśeṣyatvadarśanān nâyaṁ doṣaḥ /

pariṇāmas tathā tathā yāty anyonyavaśād iti, pūrvâvasthāto 'nyathābhāvaḥ pariṇāmaḥ /

tathā tathêti tasya tasya vikalpasyânantarôtpādanasamarthâvasthā prāpnotîty arthaḥ /

anyonyavaśād iti tathā hi cakṣurādivijñāna svaśaktiparipoṣe vartamānaṁ śaktiviśiṣṭasyâlayavi 

jñānapariṇamasya nimittaṁ so 'pi ālayavijñānapariṇāmaḥ cakṣurādivijñānasya nimittaṁ bhavati /

evam anyonyavaśād /

yasmād ubhayaṁ pravartate tasmād ālayavijñānād anyenânadhiṣṭhitād anekaprakāro vikalpaḥ sa sa 

jāyate /

tatra ca vartamāne janmani yathâlayavijñānāt pravṛttivijñānasyôtpattir bhavati tathākhyātaṁ /

idānīṁ vijñaptimātre anāgataṁ janma vartamānajanmanirodhe sati yathā pratisaṁdhīyate tat 

pradarśayann āha /

karmaṇo vāsanā grāhadvayavāsanayā saha /

kṣīṇe pūrvavipāke 'nyadvipākaṁ janayanti tat // K.19 //

iti /

puṇyâpuṇyâneñjyacetanā karma /
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tena karmaṇā yad anāgatâtmabhāvâbhinirvṛttaye-ālayavijñāne sāmarthyam āhitaṁ sā karmavāsanā /

grāhadvayaṁ, grāhyagrāho grāhakagrāhaś ca /

tatra vijñānāt pṛthageva svasaṁtānâdhyāsitaṁ grāhyam astîty adhyavasāyo grāhyagrāhaḥ /

tacca vijñānena pratīyate vijñāyate gṛhyata iti yo 'yaṁ niścayaḥ sa grāhakagrāhaḥ /

pūrvôtpannagrāhyagrāhakagrāhâkṣiptam anāgatatajjātīyagrāhyagrāhakagrāhôtpattibījaṁ 

grāhadvayavāsanā /

tatra karmavāsanābhedād gatibhedenâtmabhāvabhedaḥ bījabhedād aṅkurabhedavat /

grāhadvayavāsanāyās tu sarvakarmavāsanānāṁ yathāsvam ākṣiptâtmabhāvôtpādane (p. 37) 

pravṛttānāṁ sahakāritvaṁ pratipadyate /

tad yathâbādayo 'ṅkurasyôtpattāv iti /

evaṁ ca na kevalāḥ karmavāsanā grāhadvayavāsanânanugṛhītā vipākaṁ janayantîty uktaṁ bhavati /

ata evāha / grāhadvayavāsanayā sahêti /

kṣīṇe pūrvavipāke 'nyadvipākaṁ janayanti tad iti pūrvajanmôpacitena karmaṇā ya iha vipāko 

'bhinirvṛttas tasmin kṣīṇe iti /

ākṣepakāle paryantâvasthite yathābalaṁ karmavāsanā grāhadvayavāsanāsahi tā upabhuktād 

vipākād anyadvipākaṁ tad evâlayavijñānaṁ janayanti /

ālayavijñānavyatirekeṇânyasya vipākasyâbhāvāt /

kṣīṇe pūrvavipāka ity anena śāśvatântaṁ pariharati /

anyadvipākaṁ janayantîty ucchedântaṁ //

cakṣurādivijñānavyatiriktam ālayavijñānam asti /

tadeva ca sarvabījakaṁ na cakṣurādivijñānam iti /

kuta etat / āgamād yuktitaś ca / uktaṁ hi bhagavatâbhidharmasūtre /

anādikāliko dhātuḥ sarvadharmasamāśrayaḥ /

tasmin sati gatiḥ sarvā nirvānâdhigamo 'pi vā // (mahāyānâbhidharmasūtra)

na câlayavijñānam antareṇa saṁsārapravṛttir nivṛttir vā yujyate /

tatra saṁsārapravṛttir nikāyasabhāgântareṣu pratisaṁdhibandhaḥ /

nivṛttiḥ sôpadhiśeṣo nirupadhiśeṣaś ca nirvāṇadhātuḥ /

saṁskārapratyayavijñānābhāve pravṛtter apy abhāḥ saṁsārasya /

ālayavijñānânabhyupagame pratisaṁdhivijñānaṁ vā saṁskārapratyayaṁ parikalpyeta saṁskāraparibhāvitā 

vā ṣaḍvijñānakāyāḥ /

tatra ye (tatrême) saṁskārāḥ prātisaṁdhikavijñānapratyayatve nêṣyante /

teṣāṁ ciraniruddhatvāt /

niruddhasyacâsatvāt asataś ca pratyayatvâbhāvāt /

na saṁskārapratyayaṁ pratisaṁdhivijñānaṁ yujyate /

pratisaṁdhau ca nāmarūpam apy asti na kevalaṁ vijñānaṁ /

tatra vijñānam eva saṁskārapratyayaṁ na nāmarūpam iti kā tatra yuktiḥ /

tasmāt saṁskārapratyayaṁ nāmarūpam iti vaktavyaṁ /
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na tu vijñānam iti /

katamad anyavijñānapratyayaṁ nāmarūpaṁ /

yad uttarakālam iti cet tasya prātisaṁdhikanāmarūpāt ka (p. 38) ātmâtiśayaḥ

yatas tadeva vijñānapratyayaṁ na pūrvaṁ pūrva ca saṁskārapratyayaṁ nôttaram iti /

ataśca saṁskārapratyayaṁ nāmarūpam evâstu kiṁ pratisaṁdhivijñānenâṅgântareṇa parikalpitena /

tasmānna pratisaṁdhivijñāna saṁskārapratyayaṁ yujyate /

saṁskāraparibhāvitā vā ṣaḍvijñānakāyā api na saṁskārapratyayaṁ vijñānaṁ yujyate /

kiṁ kāraṇaṁ /

na hi vijñānaṁ vipākavāsanāṁ niṣyandavāsanāṁ vā svâtmany ādhattuṁ samarthaṁ /

svâtmani kāritravirodhāt nâpy anāgate tasya tadânutpannatvāt /

anutpannasya câsatvāt /

nâpy utpannapūrvasya(e 'sya) tadā niruddhatvāt /

acittikāsu ca nirodhasamāpattyādyavasthāsu punaḥ saṁskāraparibhāvitacittôtpattyasaṁbhavāt /

vijñānapratyayaṁ nāmarūpaṁ na syāt /

(tadabhāvāṭ) ṣaḍāyatanaṁ na syāt /

evaṁ yāvajjātipratyayaṁ jarāmaraṇaṁ na syāt/

tataśca saṁsārapravṛttir eva na syāt tasmād avidyāpratyayāḥ saṁskārāḥ tadadhivāsi 

câlayavijñānaṁ saṁskārapratyayaṁ vijñānaṁ /

tatpratyayaṁ pratisaṁdhau nāmarūpam ity eṣâiva nītir anavadyā /

saṁsāranivṛttir api ālayavijñāne asati na yujyate /

saṁsārasya hi karma kleśāśca kāraṇaṁ tayośca kleśāḥ pradhānaṁ /

tathā hi kleśâdhipatyatvāt karma punarbhavâkṣepasamarthaṁ bhavati nânyathā /

tathā ākṣiptapunarbhavo 'pi karmakleśâdhipatyād eva punarbhavo bhavati nânyathā /

evaṁ ca kleśā eva saṁsārapravṛtteḥ pradhānatvān mūlaṁ /

atas teṣu prahīṇeṣu saṁsāro vinivartate nânyathā /

na câlayavijñānam antareṇa tatprahāṇaṁ yujyate /

kathaṁ punar na yujyate /

saṁmukhībhūto vā kleśaḥ prahīyate bījâvastho vā /

tatra saṁmukhībhūtaḥ prahīyata iti aniṣṭir evêyaṁ /

tasya prahīṇamārgasthāyināṁ vā (sthitatvāt) /

bījâvasth 'pi nâiva prahīyate /

na hi pratipakṣāt tadānīṁ kiṁcid anyad abhyupagamyate yatra kleśabījaṁ vyavasthitaṁ tatpratipakṣeṇa 

prahīyeta /

atha pratipakṣacittam eva kleśabījânuṣaktam iṣyate /

na hi tat kleśabījânuṣaktam eva tatpratipakṣo bhavitum arhati /

na câprahīṇakleśabījānāṁ saṁsāranivṛttiḥ saṁbhavati /

tasmād avaśyam ālayavijñānaṁ tadanyavijñānasahabhūbhiḥ kleśôpakleśair bhāvyate svabījapuṣṭyādānata 
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ity abhyupeyaṁ /

ye punaś cittata eva saṁtatipariṇāmaviśeṣād yathābalaṁ vāsanāvṛttilābhe sati kleśopakleśāḥ 

pravartante teṣāṁ câlayavijñānavyavasthitaṁ bījaṁ tatsahabhuvā kleśapratipakṣamřgeṇâpanīyate /

tasmiṁs câpanīte na punas tenâśrayeṇa kleśānām utpattir iti sopadhiśeṣo nirvāṇadhātuḥ prāpyate /

pūrvakarmâkṣiptajanmanirodhe ca tato 'nyajanmâpratisaṁdhānān nirupadhiśeṣo

nirvāṇadhātuḥ /

na hi karma vidyamānam api kleśeṣu sahakārikāraṇâbhāvāt (p. 39) punarbhavam

abhinirvartayituṁ samarthaṁ /

evam ālayavijñāne sati saṁsārapravṛttir nivṛttiś ca nânyathêty avaśyaṁ

cakṣurādivijñānavyatiriktam ālayavijñānaṁ /

tadeva ca sarvadharmabījânugataṁ na cakṣurādivijñānam ity abhyupagantavyaṁ /

vistaravicāras tu pañcaskandhakôpanibandhād veditavyaḥ //

yadi vijñaptimātram evêdaṁ kathaṁ na sūtravirodhaḥ /

sūtreṣu hi trayaḥ svabhāvā uktāḥ parikalpitaḥ paratantraḥ pariniṣpannaś ca /

nâsti virodhaḥ /

vijñaptimātra eva sati svabhāvatrayavyavasthānāt /

katham ity ata āha /

yena yena vikalpena yad yad vastu vikalpyate /

parikalpita evâsau svabhāvo na sa vidyate // K. 20 //

ādhyātmikabāhyavikalpyavastubhedena vikalpyānām ānantyaṁ pradarśayann āha /

yena yena vikalpenêti / yad yad vastu praklpyate /

ādhyātmikaṁ bāhyaṁ vântaśo yāvad buddhadharmā api /

parikalpita evâsau svabhāva ity atra kāraṇam āha /

na sa vidyata iti /

yad vastu vikalpaviṣayas tad yasmāt sattâbhāvān na vidyate /

tasmāt tadvastu parikalpitasvabhāvam eva /

na hetupratyayapratipadyasvabhāvaṁ /

tathā hy ekasmin vastuni tadabhāve ca parasparaviruddhânekavikalpapravṛttir dṛṣṭā /

na ca tadekaṁ vastu tadabhāvo vā parasparaviruddhânekasvabhāvo yujyate /

tasmāt sarvam idaṁ vikalpamātram eva tadarthasya parikalpitarūpatvāt /

uktaṁ ca sūtre /

na khalu punaḥ subhūte dharmās tathā vidyante yathā bālapṛthagjanā abhimiviṣṭā iti /

ata āha/

paratantrasvabhāvas tu vikalpaḥ pratyayôdbhavaḥ / 21. ab

atra vikalpa iti paratantrasvarūpam āha /

pratyayôdbhava ity anenâpi paratantrâbhidhānapravṛttinimittam āha /

tatra parikalpaḥ kuśalâkuśalâvyākṛtabhedabhinnās traidhātukāś cittacaittāḥ /
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yathoktam /

abhūtaparikalpas tu cittacaittās traidhātukāḥ / (Daśabhūmika

iti / parair hetupratyayais tantryata iti paratantra utpādyata ity arthaḥ /

svato 'nyahetupratyayapratibaddhâtmalābha iti yāvad uktaṁ bhavati //

uktaḥ paratantraḥ /

pariniṣpannaḥ katham ity ata āha /

niṣpannas tasya pūrveṇa sadā rahitatā tu yā // K.21 cd

(p. 40) avikārapariniṣpattyā sa pariniṣpannaḥ /

tasyêti paratantrasya pūrveṇêti parikalpitena tasmin vikalpe grāhyagrāhakabhāvaḥ parikalpitaḥ /

tathā hi tasmin vikalpe grāhyagrāhakatvam avidyamānam eva parikalpyata iti parikalpitam ucyate /

tena grāhyagrāhakeṇa paratantrasya sadā sarvakālaṁ atyantarahitatā yā sa pariniṣpannasvabhāvaḥ //

ata eva sa nâivânyo nânanyaḥ paratantrataḥ /  K.22 ab

ata eva sa nâivêti parikalpitena svabhāvena paratantrasya sadā rahitatā pariniṣpannaḥ /

rahitatā ca dharmatā dharmatā dharmān nânyā nânanyā yujyate /

pariniṣpannaśca paratantradharmatêty ataḥ paratantrāt pariniṣpanno nânyo nânanya iti bodhavyaḥ /

yadi hi pariniṣpannaḥ paratantrād anyaḥ syād evaṁ na parikalpitena paratantraḥ śūnyaḥ syāt /

athânanya evam api pariniṣpanno na viśuddhyālambanaḥ syāt paratantravat saṁkleśâtmakatvāt /

evaṁ paratantraś ca na kleśâtmakaḥ syāt /

pariniṣpannād ananyatvāt pariniṣpannavat //

anityatâdivad vācyo  K.22 c

nânyo nânanya iti vākyaśeṣaḥ /

yathā hy anityatā duḥkhatānātmatā ca saṁskārâdibhyo nânyā nânanyā /

yadi saṁskārebhyo 'nityatā anyā /

evaṁ tarhi saṁskārā nityāḥ syuḥ /

athânanyā evam api saṁskārāḥ pradhvaṁsâbhāvarūpāḥ syuḥ anityatāvat /

evaṁ duḥkhatâdiṣv api vācyaṁ //

yadi grāhyagrāhakabhāvarahitaḥ paratantraḥ katham asau gṛhyate agṛhyamāṇo vā katham astîti 

vijñāyate / ata āha /

nâdṛṣṭe 'smin sa dṛśyate //  K.22 d

nâdṛṣṭe 'sminn iti pariniṣpannasvabhāve sa dṛśyata iti paratantraḥ svabhāvaḥ /

nirvikalpalokottarajñānadṛśye pariniṣpanne svabhāve adṛṣṭe apratividdhe asākṣātkṛte tatpṛṣṭhalabd

haśuddhalaukikajñānagamyatvāt paratantro 'nyena jñānena na gṛhyate /

ataḥ pariniṣpanne adṛṣṭe paratantro na dṛśyate /

na punar lokottarajñānapṛṣṭhalabdhenâpi jñānena na dṛśyate /

yathā nirvikalpapraveśāyāṁ dhāraṇyām uktaṁ /

tatpṛṣṭhalabdhena jñānena māyāmarīcisvapnapratiśrutkôdakacandranirmitasamān sarvadharmān 

pratyetîti /
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atra ca dharmāḥ paratantrasaṁgṛhītā abhipretāḥ /

pariniṣpannaś câkāśavad ekarasaḥ jñānaṁ ca yathoktaṁ nirvikalpyena (p. 41) jñānenâkāśasamatāyāṁ 

sarvadharmān paśyatîti paratantradharmāṇāṁ tathatāmātradarśanāt //

yadi dravyam eva paratantraḥ kathaṁ sūtre sarvadharmā niḥsvabhāvā anutpannā aniruddhā iti 

nirdiśyante /

nâsti virodhaḥ yasmāt /

trividhasya svabhāvasya trividhāṁ niḥsvabhāvatāṁ /

saṁdhāya sarvadharmāṇāṁ deśitā niḥsvabhāvatā // K.23 //

traya eva svabhāvā na caturtho 'stîti jñāpanârthaṁ saṁkhyānirdeśaḥ /

svena svena lakṣaṇena vidyamānavad bhavatîti svabhāvaḥ /

trividhā niḥsvabhāvatā lakṣaṇaniḥsvabhāvatā utpattiniḥsvabhāvatā paramārthaniḥsvabhāvatā ca /

sarvadharmāḥ parikalpitaparatantrapariniṣpannâtmakāḥ //

idānīṁ trividhasya svabhāvasya yā yasya niḥsvabhāvatā tāṁ tasya pradarśayann āha /

prathamo lakṣaṇenâiva niḥsvabhāyo 'paraḥ punaḥ /

na svayaṁbhāva etasyêty aparā niḥsvabhāvatā // K.24 //

dharmāṇāṁ paramārthaś ca sa yatas tathatâpi saḥ / K.25 ab

prathamaḥ parikalpitaḥ svabhāvaḥ ayaṁ ca lakṣaṇenâiva niḥsvabhāvaḥ tallakṣaṇasyôtprekṣitatvāt /

rūpaṇālakṣaṇaṁ rūpaṁ anubhavalakṣaṇā vedanêtyādi /

ataś ca svarūpâbhāvāt khapuṣpavat svarūpeṇâiva niḥsvabhāvaḥ /

aparaḥ punar iti paratantrasvabhāvaḥ /

na svayaṁbhāva etasya māyāvat parapratyayenôtpatteḥ /

ataś ca yathā prakhyāti tathâsyôtpattir nâstîti ato 'sya utpattiniḥsvabhāvatêty ucyate /dharmāṇāṁ 

paramârthaś ca sa yatas tathatâpi sa iti paramaṁ hi lokottarajñānaṁ niruttaratvāt tasyârthaḥ 

paramârthaḥ /

atha vā ākāśavat sarvatrâikarasârthena vaimalyâvikārârthena ca pariniṣpannaḥ svabhāvaḥ 

paramârtha ucyate /

sa yasmāt pariniṣpannaḥ svabhāvaḥ sarvadharmāṇaṁ paratantrâtmakānāṁ paramârthaḥ 

taddharmatêti kṛtvā tasmāt pariniṣpanna eva svabāvaḥ paramârthaniḥsvabhāvatā pariniṣpannasyâb

hāvasvabhāvatvāt /

kiṁ punaḥ paramārthâbhidhānenâiva pariniṣpanno 'bhidhātavyaḥ /

nêty āha / kiṁtarhi tathatâpi saḥ /

apiśabdān na kevalaṁ tathatāśabdenâivâbhidhātavyaḥ /

kiṁ tarhi yāvanto dharmadhātuparyāyāḥ sarvais tair apy abhidhātavya iti //

sarvakālaṁ tathābhāvāt  K.25 c

tathatā / tathā hi pṛthagjanaśaikṣyaśaikṣâvasthāsu sarvakālaṁ tathâiva bhavati /

nânyathêti tathatêty ucyate //

kiṁ punas tathatā tatpariniṣpanna eva vijñaptimātratā /
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utânyā vijñaptimātratā / ata āha /

saiva vijñptimātratā // K.25 d //

ativiśuddhalakṣaṇâvabodhād yathoktaṁ /

nāmni tiṣṭhati taccittaṁ tadā tanmātradarśanāt /

nāmni sthānācca vijñaptāv upalambhaḥ prahīyate //

nôpalambhaṁ tadā dhātuṁ spṛśate bhāvanânvayāt /

sarvâvaraṇavimokṣaṁ vibhutvaṁ labhate tadā //

iti / sâiva vijñaptimātratêty anena vacanenâbhisamaya uktaḥ //

yadi vijñaptimātram evêdaṁ kasmāc cakṣuḥśrotraghrāṇajihvākāyai rūpaśabdagandharasasparśān 

gṛhṇātîty ata āha /

yāvad vijñaptimātratve vijñānaṁ nâvatiṣṭhati /

grāhadvayasyânuśayas tāvanna vinivartate // K.26 //

atha vā yās tāḥ karmavāsanā grāhadvayavāsanāsahitāḥ kṣīṇa pūrvavipāke 'nyadvipākaṁ janayantîty 

uktaṁ tasmāt kathaṁ prahāṇam aprahāṇaṁ cêtyata āha /

yāvadvijñaptimātratve vijñānaṁ nâvatiṣṭhati iti vistaraḥ /

yāvac cittadharmatāyāṁ vijñaptimātrasaṁśabditāyāṁ vijñānaṁ nâvatiṣṭhati kiṁ tarhi 

grāhyagrāhakôpalambhe carati /

grāhadvayaṁ grāhyagrāho grāhakagrāhaś ca /

tasyânuśayas tadāhitam anāgatagrāhadvayôtpattaye bījam ālayavijñāne /

yāvad advayalakṣaṇe vijñaptimātre yoginaś cittaṁ na pratiṣṭhitaṁ bhavati, tāvad grāhyagrāhakânuśayo 

na vinivartate na prahīyata ity arthaḥ /

atra ca bahirupalambhâprahāṇenâdhyātmikôpalambhâprahāṇaṁ darśitam iti /

ato 'syâivam bhavati ahaṁ cakṣurādibhiḥ rūpâdīn gṛhṇāmîti /

idam idānīṁ vaktavyaṁ kim artharahitacittamātrôpalambhāt cittadharmatāavasthānaṁ nêty āha 

kiṁ tarhi /

vijñaptimātram evêdam ity api hy upalambhataḥ /

sthāpayann agrataḥ kiṁcit tanmātre nâvatiṣṭhate // K.27 //

(p. 43) iti /

atha vā yaḥ punarābhimānikaḥ śrutamātrakeṇa jānīyād ahaṁ vijñaptimātratāyāṁ śuddhāyāṁ sthita 

iti tadgrāhavyudāsârtham āha /

vijñaptimātrarn evêdam ityapi hy upalambhata ityādi /

vijñaptimātram evêdaṁ artharahitaṁ na bāhyo 'rtho 'stîti evam upalambhato grahaṇataḥ 

citrīkaraṇata ity arthaḥ /

agrata ity abhimukhaṁ /

sthāpayann iti yathāśrutaṁ manasā /

bahuprakāratvād yogācārâlambanānāṁ kiṁcid ity āha /

asthisaṁkalikaṁ vā nīlakaṁ vâpi pūyakaṁ vā vipaḍumakaṁ vā vyādhmātakâdikaṁ vā tanmātre 
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nâvatiṣṭhate vijñānôpalambhâprahāṇāt //

kadā punar vijñānagrāhasya prahāṇaṁ cittamātratāyāṁ vā pratiṣṭhito bhavatîty ata āha

yadā tv ālambanaṁ vijñānaṁ nâivôpalabhate tadā /

sthitaṁ vijñānamātratve grāhyâbhāve tadagrahāt // K.28 //

iti /

yasmin kāle deśanâlambanaṁ avavādâlambanaṁ prākṛtaṁ vā rūpaśabdâdyālambanaṁ (vi)jñānaṁ 

bahiścittāt nôpalabhate na paśyati na gṛhṇāti nâbhiniviśate /

yathābhūtârthadarśanāt na tu jātyandhavat /

tasmin kāle vijñānagrāhasya prahāṇaṁ svacittadharmatāyāṁ ca pratiṣṭhito bhavati / atrâiva kāraṇam 

āha /

grāhyâbhāve tadagrahād iti /

grāhye sati grāhako bhavati na tu grāhyâbhāva iti /

grāhyâbhāve grāhakâbhāvam api pratipadyate /

na kevalaṁ grāhâbhāvaṁ /

evaṁ hi samasamâlambyâlambakaṁ nirvikalpaṁ lokottaraṁ jñānam utpadyate /

grāhyagrāhakâbhiniveśânuśayāḥ prahīyante svacittadharmatāyāṁ ca cittam eva sthitaṁ bhavati //

yadâivaṁ vijñaptimātratāyāṁ cittam avasthitaṁ bhavati /

tadā kathaṁ vyapadiśyata ity āha /

acitto 'nupalambho 'sau jñānaṁ lokottaraṁ ca tat /

āśrayasya parāvṛttir dvidhādauṣṭhulyahānitaḥ // K.29 //

sa evânāsravo dhātur acintyaḥ kuśalo dhruvaḥ /

sukho vimuktikāyo 'sau dharmâkhyo 'yaṁ mahāmuneḥ // K.30 //

(p. 44) iti /

tadanena ślokadvayena darśanamārgam ārabhyôttaraviśeṣagatyā phalasaṁpattir udbhāvitā 

vijñaptimātrapratiṣṭayoginaḥ /

tatra grāhakacittâbhāvāt grāhyârthânupalambhāc ca /

acitto 'nupalambho 'sau anucitatvāt loke samudācārâbhāvāt /

nirvikalpatvācca lokād uttīrṇam iti jñānaṁ lokottaraṁ ca tad iti /

tasya jñānasyânantarâśrayasya parāvṛttir bhavatîti jñāpanârtham āha /

āśrayasya parāvṛttir iti / āśayo 'tra sarvabījakam ālayavijñānaṁ /

tasya parāvṛttir yā dauṣṭhulyavipākadvayavāsanābhāvena nivṛttau satyāṁ karmaṇyatādharmakāyâd

vayajñānabhāvena parāvṛttiḥ /

sā punar āśrayaparāvṛttiḥ kasya prahāṇāt prāpyate /

ata āha /

dvidhādauṣṭhulyahānitaḥ dvidhêti kleśâvaraṇadauṣṭhulyaṁ jñeyâvaraṇadauṣṭhulyaṁ ca /

dauṣṭhulyam āśrayasyâkarmaṇyatā /

tat punaḥ kleśajñeyâvaraṇayor bījaṁ /
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sā punar āśrayaparāvṛttiḥ śrāvakâdigatadauṣṭhulyahānitaś ca prāpyate /

yadāha /

vimuktikāya iti /

bodhisattvagatadauṣṭhulyahānitaś ca prāpyate /

yadāha /

dharmâkhyo 'yaṁ mahāmuner iti dvidhā āvaraṇabhedena sôttarā niruttarā ca āśrayaparāvṛttir uktā /

atra gāthā /

jñeyam ādānavijñānaṁ dvayâvaraṇalakṣaṇaṁ /

sarvabījaṁ kleśabījaṁ bandhas tatra dvayor dvayoḥ //

iti / dvayam iti śrāvakabodhisattvayoḥ /

ādyasya kleśabījaṁ itarasya dvayâvaraṇabījaṁ tadudghātāt sarvajñatâvāptir bhavatîti /

sa evânāsravo dhātur iti sa evâśrayaparāvṛttirūpaḥ anāsravo dhātur ity ucyate nirdauṣṭhulyatvāt /

sa tv āsravavigata ity anāsravaḥ /

āryadharmahetutvād dhātuḥ / hetvartho hy atra dhātuśabdaḥ /

acintyas tarkâgocaratvāt pratyātmavedyatvād dṛṣṭāntâbhāvāc ca /

kuśalo viśuddhâlambanatvāt kṣematvāt anāsravadharmamayatvāc ca /

dhruvo nityatvāt akṣayatayā /

sukho nityatvād eva yad anityaṁ tadduḥkhaṁ ayaṁ ca nitya iti /

asmāt sukhaḥ /

kleśâvaraṇaprahāṇāt śrāvakānāṁ vimuktikāyaḥ /

sa evâśrayaparāvṛttilakṣaṇo dharmâkhyo 'py ucyate, rnahāṁuner bhūmipāramitâdibhāvanayā 

kleśajñeyâvaraṇaprahāṇāt /

āśrayaparāvṛttisamudāgamāt mahāmuner dharmakāya ity ucyate /

saṁsārâparityāgāt tadanupa (p. 45) kleśatvāt sarvadharmavibhutvalābhataś ca dharmakāya ity ucyate /

mahāmuner iti paramamauneyayogāt buddho bhagavān mahāmunir iti //

triṁśikāvijñaptibhāṣyaṁ samāptaṁ //

kṛtir ācāryasthiramateḥ //


